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(57)【要約】
本発明は、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子及びそうし
た顔料粒子を含み、視覚効果層（ＯＥＬ）を生成するた
めのコーティング組成物であって、磁性又は磁化可能顔
料粒子が磁場配向しているコーティング組成物の分野に
関する。特に、本発明は、セキュリティ文書又はセキュ
リティ物品に対する偽造防止手段としての上記視覚効果
層（ＯＥＬ）層の使用を提供する。特に、本発明は、コ
バルト、鉄、ガドリニウム及びニッケルからなる群から
選択される磁性金属；鉄、マンガン、コバルト、ニッケ
ル若しくはそれら２つ以上の混合物の磁性合金；クロム
、マンガン、コバルト、鉄、ニッケル若しくはそれら２
つ以上の混合物の磁性酸化物；又はそれら２つ以上の混
合物を含み、６μｍ超で１３μｍ未満のｄ５０値を有す
る非球状磁性又は磁化可能顔料粒子、視覚効果層（ＯＥ
Ｌ）を生成するためのバインダー材料を含むコーティン
グ組成物へのそれら粒子の使用、それらの得られたＯＥ
Ｌ、及び上記ＯＥＬを生成するためのプロセスの分野に
関する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コバルト、鉄、ガドリニウム及びニッケルからなる群から選択される磁性金属；鉄、マ
ンガン、コバルト、ニッケル若しくはそれらの２つ以上の混合物の磁性合金；クロム、マ
ンガン、コバルト、鉄、ニッケル若しくはそれらの２つ以上の混合物の磁性酸化物；又は
それらの２つ以上の混合物を含み、６μｍ超で１３μｍ未満、好ましくは約７μｍ～約１
０μｍのｄ５０値を有する非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項２】
　２０μｍ未満、好ましくは約１５μｍ以下のｄ９０値とともに、６μｍ超で１３μｍ未
満、好ましくは約７μｍ～約１０μｍのｄ５０値を有する、反射性の請求項１に記載の非
球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項３】
　小板状顔料粒子である、請求項１又は２に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項４】
　前記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の少なくとも一部が、光学的可変性の非球状磁性
又は磁化可能顔料粒子によって構成されており、
　前記光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子が、磁性薄膜干渉顔料粒子、磁性
コレステリック液晶顔料粒子、磁性材料を含む干渉コーティング顔料粒子及びそれら２つ
の以上の組み合わせからなる群から好ましくは選択される、請求項１～３のいずれか一項
に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項５】
　前記磁性薄膜干渉顔料粒子が、吸収層／誘電層／反射層／誘電層／吸収層の５層のファ
ブリー－ペロー型多層構造を含み、前記反射層及び／又は前記吸収層は、ニッケル、鉄及
び／若しくはコバルト並びに／又はニッケル、鉄及び／若しくはコバルトを含む磁性合金
並びに／又はニッケル（Ｎｉ）、鉄（Ｆｅ）及び／若しくはコバルト（Ｃｏ）を含む磁性
酸化物を含む磁性層である、請求項４に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項６】
　前記磁性薄膜干渉顔料粒子が、吸収層／誘電層／反射層／磁性層／反射層／誘電層／吸
収層の７層のファブリー－ペロー型多層構造又は吸収層／誘電層／反射層／磁性層／誘電
層／吸収層の６層のファブリー－ペロー型多層構造を含み、
　前記磁性層は、ニッケル、鉄及び／若しくはコバルト；並びに／又はニッケル、鉄及び
／若しくはコバルトを含む磁性合金；並びに／又はニッケル、鉄及び／若しくはコバルト
を含む磁性酸化物を含む、請求項４に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項７】
　前記反射層が、独立してアルミニウム、クロム、ニッケル及びそれらの合金からなる群
から選択される１つ若しくは複数でできている；並びに／又は前記誘電層が、独立してフ
ッ化マグネシウム及び二酸化ケイ素からなる群から選択される１つ若しくは複数でできて
いる；並びに／又は前記吸収層が、独立してクロム、ニッケル及びそれらの合金からなる
群から選択される１つ若しくは複数でできている、請求項５又は６に記載の非球状磁性又
は磁化可能顔料粒子。
【請求項８】
　視覚効果層（ＯＥＬ）を生成するためのバインダー材料を含むコーティング組成物への
請求項１～７のいずれか一項に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の使用。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子及びバインダー
材料を含む、視覚効果層（ＯＥＬ）を生成するためのコーティング組成物。
【請求項１０】
　前記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子が磁場配向している、固まった形態の請求項９に
記載のコーティング組成物を含む、視覚効果層（ＯＥＬ）。
【請求項１１】
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　視覚効果層（ＯＥＬ）を生成するためのプロセスであって、
　ａ）基材表面上又は磁場発生装置の支持面上に、第１の状態の請求項９に記載のコーテ
ィング組成物を塗布するステップと、
　ｂ）第１の状態のコーティング組成物を磁場発生装置の磁場に曝露し、それにより、前
記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の少なくとも一部を配向させるステップと、
　ｃ）コーティング組成物を第２の状態に固めて、前記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子
を選ばれた位置及び配向で固定するステップと
を含む、プロセス。
【請求項１２】
　固めるステップｃ）が、ステップｂ）と部分的に同時に行われる、請求項１１に記載の
プロセス。
【請求項１３】
　基材上に１つ又は複数の請求項１０に記載の視覚効果層を含む、視覚効果コーティング
された基材（ＯＥＣ）。
【請求項１４】
　偽造若しくは不正からのセキュリティ文書の保護のため又は装飾用途のための、請求項
１０に記載の視覚効果層（ＯＥＬ）又は請求項１３に記載の視覚効果コーティングされた
基材（ＯＥＣ）の使用。
【請求項１５】
　１つ又は複数の請求項１０に記載の視覚効果層（ＯＥＬ）を含む、セキュリティ文書又
は装飾要素若しくは物品。
 
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の分野］
　[001]本発明は、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子及びにそうした顔料粒子を含み、視
覚効果層（ＯＥＬ）を生成するためのコーティング組成物の分野に関し、この場合、磁性
又は磁化可能顔料粒子は磁場配向している。特に、本発明は、セキュリティ文書又はセキ
ュリティ物品に対する偽造防止手段としての上記ＯＥＬの使用を提供する。加えて、又は
、代わりに、ＯＥＬはまた、装飾の目的で使用されてもよい。
【０００２】
［発明の背景］
　[002]当該技術分野において、例えば、セキュリティ文書の分野におけるセキュリティ
要素の生成のために配向型磁性若しくは磁化可能顔料粒子、特に、光学的可変性の磁性若
しくは磁化可能顔料粒子も含むインク、組成物、コーティング又は層を使用することが公
知である。配向型磁性若しくは磁化可能顔料粒子を含むコーティング又は層は、例えば、
米国特許第２，５７０，８５６号；米国特許第３，６７６，２７３号；米国特許第３，７
９１，８６４号；米国特許第５，６３０，８７７号及び米国特許第５，３６４，６８９号
に開示されている。特に魅力的なセキュリティ文書の保護に有用な視覚効果をもたらす配
向型磁性カラーシフト顔料粒子を含むコーティング又は層が、国際公開第２００２／０９
０００２Ａ２号及び国際公開第２００５／００２８６６Ａ１号において開示された。
【０００３】
　[003]例えば、セキュリティ文書のためのセキュリティフィーチャは、一般に一方で「
潜在的」セキュリティフィーチャ、他方で「顕在的」セキュリティフィーチャに分類する
ことができる。潜在的セキュリティフィーチャによってもたらされる保護は、そのような
フィーチャは見つけるのが難しく、一般に見つけるために専用の装置及び知識が必要とさ
れるという概念に依存するのに対して、「顕在的」セキュリティフィーチャは、人間の感
覚だけで容易に見つけることができ、例えば、そのようなフィーチャは、目に見える及び
／又は触覚により見つけることができてもよいが、依然として生成及び／又は複製するの
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が難しいという概念に依存する。しかしながら、顕在的セキュリティフィーチャが有効性
は、それがセキュリティフィーチャとして容易に認知されるものであるかによって決まる
。その理由は、大半のユーザ、特に、顕在的セキュリティフィーチャにより保護される文
書又は物品のセキュリティフィーチャに関する予備知識がないユーザが、セキュリティフ
ィーチャの存在及び性質についての実際の知識を持っている場合にのみ、実際に上記セキ
ュリティフィーチャに基づくセキュリティチェックを行うことになるからである。
【０００４】
　[004]印刷インク又はコーティング中の磁性又は磁化可能顔料粒子は、対応する磁場を
印加して、固まっていないコーティング中で磁性又は磁化可能顔料粒子を局所的に配向さ
せ、その後でコーティングを固めることにより磁気誘導された画像、デザイン及び／又は
パターンの生成を可能にする。その結果が固定された磁気誘導された画像、デザイン又は
パターンである。コーティング組成物中の磁性又は磁化可能顔料粒子の配向のための材料
及び技術については、米国特許第２，４１８，４７９号；米国特許第２，５７０，８５６
号；米国特許第３，７９１，８６４号、ドイツ特許出願公開第２００６８４８号、米国特
許第３，６７６，２７３号、米国特許第５，３６４，６８９号、米国特許第６，１０３，
３６１号、欧州特許第０　４０６　６６７号；米国特許出願公開第２００２／０１６０１
９４号；米国特許出願公開第２００４／７００６２２９７号；米国特許出願公開第２００
４／０００９３０８号；欧州特許出願公開第０　７１０　５０８号；国際公開第２００２
／０９００２Ａ２号；国際公開第２００３／０００８０１Ａ２号；国際公開第２００５／
００２８６６Ａ１号；国際公開第２００６／０６１３０１Ａ１号に開示されており、これ
らの文献を参照によって本明細書に組み込んだものとする。そのような方法で、偽造する
のに極めて妨げになる磁気誘導されたパターンを生成することができる。問題となってい
るセキュリティ要素は、磁性若しくは磁化可能顔料粒子又は対応するインクと、上記イン
クを印刷し、印刷されたインク中の上記顔料を配向させるために利用される特有の技術の
両方がある場合にしか生成することができない。
【０００５】
　[005]例えば、「Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｅｆｆｅｃｔ　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ」、Ｇ．　Ｐｆａ
ｆｆ、改訂第２版、２００８年、４３及び１１６～１１７ページなどの文献は、画像、デ
ザイン又はパターンを生成するためには大きな反射粒子が好適であることを教示しており
、この理由は、大きな反射粒子は、大きな平滑面を有し、入射光の均等な反射を呈するた
め、非常に良好な光沢及び輝度をもたらすのに対して、小粒子は、光散乱及び屈折が増加
するため、光反射が低減され、輝度が低下するためである。さらに、インク又は組成物の
飽和度、明度、隠蔽力によって表される特性は、そのように含まれる顔料粒子の大きさの
影響を受けることが当該技術分野において公知である。例えば、大きな視覚効果顔料粒子
は、対応する小さな顔料粒子よりも高い色度を示す。したがって、当業者は、一般に、視
覚効果層を生成するために大きなサイズの反射顔料粒子、特に、光学的可変性の顔料粒子
又は光学的可変性の磁性若しくは磁化可能顔料粒子を使用する。例えば、先行技術は、個
々の粒子径が２～２００μｍ（マイクロメートル）の間の範囲にある粒子を開示している
。国際公開第２００２／０７３２５０Ａ１号は、２０～３０μｍの間のサイズである光学
的可変性の磁性又は磁化可能顔料粒子について開示している。国際公開第２００７／１３
１８３３Ａ１号は、磁気誘導された画像を生成するためのコーティング組成物について開
示している。飽和色及び急激な色の変化を得ることを目的とする場合、適した光学的可変
性の磁性又は磁化可能顔料粒子は、典型的には５～４０μｍ、好ましくは１５～２５μｍ
に及ぶ平均粒径（ｄ５０）を特徴とすることをさらに開示している。国際公開第２０１１
／０１２５２０Ａ２号は、典型的には１０～５０μｍの間の直径を有する鱗片状粒子を開
示している。国際公開第２００６／０６１３０１Ａ１号は、最大の効果を得るために、大
きな粒子径（１０～５０μｍの範囲の鱗片直径）及び可能なかぎり均質な粒子径分布が望
ましいことを開示している。米国特許第６，８１８，２９９号は、その任意の表面に２μ
ｍ～２００μｍに及ぶ面を有する顔料鱗片を開示している。米国特許出願公開第２０１２
／０１０７７３８号は、典型的には直径で５μｍ～１００μｍ、より典型的には直径で２
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０μｍ～４０μｍの鱗片を開示している。
【０００６】
　[006]米国特許第８，０２５，９５２号は、インクに対する磁性粒子の典型的なサイズ
が１０μｍ～１００μｍの範囲、より好ましくは１８～３０μｍの範囲であることを開示
している。欧州特許出願公開第２　４０２　４０１号は、２～２０μｍの間の平均粒子径
を有する顔料鱗片を開示している。
【０００７】
　[007]これらに限定されないがローリングバー効果及びムービングリング効果を含む運
動の錯視をもたらす磁気誘導された画像、デザイン又はパターンに基づく動的なセキュリ
ティフィーチャの例が開発されてきた。
【０００８】
　[008]例えば、米国特許第７，０４７，８８３号は、「ローリングバー」フィーチャと
して公知の動的な光学的可変性効果の生成について開示している。「ローリングバー」フ
ィーチャは、配向した磁性又は磁化可能顔料を含む画像に対して運動の錯視をもたらす。
米国特許第７，５１７，５７８号及び国際公開第２０１２／１０４０９８Ａ１号はそれぞ
れ、「二重ローリングバー」及び「三重ローリングバー」フィーチャについて開示してお
り、上記フィーチャは、傾斜時に互いが逆方向に動くように見える。印刷された「ローリ
ングバー」タイプの画像は、１つ又は複数の対照的に引き立たせるバンドを示し、このバ
ンドは画像が見る角度に対して傾けられた場合に、動く（「転がる」）ように見える。そ
のような画像は、一般の人に容易に認識されることがわかっており、錯覚に基づく態様は
、カラースキャニング、印刷及びコピーのために一般的に利用可能なオフィス設備によっ
て複製することはできない。「ローリングバー」フィーチャは、磁性又は磁化可能顔料の
特定の配向に基づくものである。特に、磁性又は磁化可能顔料は、以下の凸状の湾曲（当
該技術分野において負に湾曲した配向とも呼ばれる）又は凹状の湾曲（当該技術分野にお
いて正に湾曲した配向とも呼ばれる）のいずれかの湾曲した様式で整列している。この効
果は、現在では５ユーロ銀行券の「５」又は南アフリカの１００ランド銀行券の「１００
」など銀行券の多くのセキュリティ要素に利用されている。
【０００９】
　[009]例えば、米国特許第８，３４３，６１５号、欧州特許出願公開第０　２３２　５
６７　０７号、国際公開第２０１１／０９２５０２号及び米国特許出願公開第２０１３／
００８４４１１号は、見る角度が変わると明らかに動くリングを示すムービングリング画
像について開示している（「ローリングリング」又は「ムービングリング」効果）。
【００１０】
　[010]先行技術によって教示されているとおり、大きなサイズの光学的に反射する非球
状顔料粒子、特に、大きなサイズの光学的可変性の非球状顔料粒子は、視覚効果層を生成
するのに広範にわたって好ましかった。反射性の非球状磁性若しくは磁化可能顔料粒子又
は光学的可変性の非球状磁性若しくは磁化可能顔料粒子についての好適な粒子径を示す当
該技術分野において利用可能な指示は限られていると同時に、そうした指示はまた、高い
反射率、色度及び／又はカラーシフト特性をもつ磁場配向した視覚効果層を得るための大
きな粒子径に向けられている。
【００１１】
　[011]しかしながら、本発明者らは、実際には、そのような視覚効果層の光学的特性は
、不適当に選択されたサイズ、特に、現在まで細かいから非常に細かいと見なされていた
ものだったとしても極端に大きなサイズから不適当に選択されたサイズの粒子の使用に悩
まされている可能性もあることを発見した。さらに、スクリーン印刷プロセス用の特別な
スクリーン又はフレキソ印刷及び輪転グラビア印刷用の彫刻されたシリンダーなどの特定
の印刷要素を必要とするため、サイズの大きな粒子の使用には、いくつかの欠点も見つか
った。特に、スクリーンのメッシュ又は彫刻されたシリンダーの彫刻された構造の面のサ
イズが大きな粒子と適合するよう十分に大きくなければならないという事実は、インク消
費量の増加と相まって乾燥速度の低下という関連する欠点を伴ってＯＥＬの厚さを増加さ
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せる。
【００１２】
　[012]したがって、高解像度及び高コントラストを同等の反射率又は改善された反射率
と併せて実現するための、磁場配向した顔料粒子に基づく目立つ動的効果を示す視覚効果
層に対して依然として需要がある。
【００１３】
［発明の概要］
　[013]したがって、本発明の目的は、上記のとおりの先行技術の欠陥を克服することで
ある。この目的は、コバルト、鉄、ガドリニウム及びニッケルからなる群から選択される
磁性金属；鉄、マンガン、コバルト、ニッケル若しくはそれらの２つ以上の混合物の磁性
合金；クロム、マンガン、コバルト、鉄、ニッケル若しくはそれらの２つ以上の混合物の
磁性酸化物；又はそれらの２つ以上の混合物を含み、６μｍ超で１３μｍ未満、好ましく
は約７μｍ～約１０μｍのｄ５０値を有する非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の提供によ
って達成される。
【００１４】
　[014]バインダー材料を含み、視覚効果層を生成するためのコーティング組成物への本
明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の使用；バインダー材料及び本明細書に
記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含むコーティング組成物；固まった形態の本明
細書に記載のコーティング組成物を含むＯＥＬであって、上記非球状磁性又は磁化可能顔
料粒子が磁場配向しているＯＥＬ；並びに１つ又は複数の本明細書に記載のＯＥＬを含む
セキュリティ文書又は装飾用の要素若しくは物体が本明細書中で開示され、特許請求され
る。
【００１５】
　[015]本明細書に記載のＯＥＬを生成するためのプロセス及びそのプロセスから得られ
るＯＥＬも本明細書中に記載され、特許請求される。上記プロセスは、
　ａ）基材表面上又は磁場発生装置の支持面上に、第１の状態の本明細書に記載のコーテ
ィング組成物を塗布するステップと、
　ｂ）第１の状態のコーティング組成物を磁場発生装置の磁場に曝露して、それにより、
本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の少なくとも一部を配向させるステッ
プと、
　ｃ）コーティング組成物を第２の状態に固めて、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を選
ばれた位置及び配向で固定するステップと
を含む。
【００１６】
　[016]基材上に１つ又は複数の本明細書に記載のＯＥＬを含む視覚効果コーティングさ
れた基材及びＯＥＬ或いは偽造若しくは不正からのセキュリティ文書の保護のため又は装
飾用途のためのＯＥＣの使用も本明細書中に記載され、特許請求される。
【００１７】
　[017]本発明は、従来、廃棄物又は当該技術分野において既知の大きな磁性若しくは磁
化可能顔料粒子の低グレードの製品と見なされていた小さな非球状磁性又は磁化可能顔料
粒子を使用して高品質の磁気誘導された画像を生成することを可能にする。本明細書に記
載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、有利にも高明度、高コントラスト、高解像度及
び低減された輝き呈する視覚効果層を生成するために使用される。さらに、本明細書に記
載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、顔料粒子の不完全な整列及び後に記載される例
に示されるとおりの粒状性に悩まされることなくＯＥＬを生成することを可能にする。上
記欠点は、粒子径の選択が不適当な顔料粒子が使用される場合に、わかっている。
【００１８】
　[018]さらに、本明細書に記載の非球状顔料粒子の磁場配向に基づくＯＥＬは、スクリ
ーン印刷用のメッシュサイズが小さいスクリーン若しくはフレキソ印刷及び輪転グラビア
印刷用の小さな彫刻を有する浅い彫刻されたシリンダーなどのより伝統的な又は従来の印
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刷要素の使用を可能にする可能性もある。さらに、本明細書に記載のＯＥＬは、先行技術
と比較して厚さが低減されてもよく、その結果、印刷挙動の改善並びにコストの削減をし
ながら、光学的特性、解像度及び反射率の維持又は改善をする。したがって、本明細書に
記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、さらに効率的な方法で、さらに低コストにＯ
ＥＬを作製することを可能にする。
　[019]ここで、本発明による非球状磁性又は磁化可能顔料粒子及び上記顔料粒子を含む
ＯＥＬを、図面及び特定の実施形態を参照してより詳細に記載する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】ローリングバー効果を示すＯＥＬの写真画像であり、このＯＥＬは、異なるサイ
ズの磁場配向した非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含む。
【図２】５０のしるし及びローリングバー効果を示すＯＥＬの写真画像であり、このＯＥ
Ｌは、異なるサイズの磁場配向した非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含む。
【００２０】
［詳細な説明］
　定義
　[020]明細書で述べ、請求項で挙げた用語の意味を解釈するために以下の定義が使用さ
れる。
【００２１】
　[021]本明細書中で使用される場合、不定冠詞「１つの（ａ）」は、１つ並びに２つ以
上を示し、必ずしも言及している名詞を単数に限定する訳ではない。
【００２２】
　[022]本明細書中で使用される場合、「約」という用語は、問題となっている量、値又
は境界が、指定された特定の値又はその近辺のその他の一部の値であってもよいことを意
味する。一般に、特定の値を指している「約」という用語は、値の±５％以内の範囲を示
すことが意図される。一例として、「約１００」語句は、１００±５の範囲、すなわち９
５～１０５の範囲を指す。一般に、「約」という用語が使用される場合、示した値の±５
％の範囲内において本発明による同様の結果又は効果が得られることが予想できる。しか
しながら、「約」という用語が付けられた特定の量、値又は境界は、本明細書において正
にそのような量、値又は境界、すなわち、「約」の追加のない量、値又は境界も開示する
ことが意図される。
【００２３】
　[023]本明細書中で使用される場合、「及び／又は」という用語は、前述の群の要素の
すべて又は１つのみのいずれかが存在してもよいことを意味する。例えば、「Ａ及び／又
はＢ」は、「Ａのみ、若しくはＢのみ又はＡ及びＢの両方の存在」を意味することになる
。「Ａのみ」の場合、この用語は、Ｂが存在しない、すなわち「Ａのみが存在しＢは存在
しない」可能性も含む。
【００２４】
　[024]「実質的に平行の」という用語は、平行に整列したものから２０°未満のずれを
指す。「実質的に平行の」という用語は、平行に整列したものから１０°を超えないずれ
を指すことが好ましい。
【００２５】
　[025]「少なくとも部分的に」という用語は、後続の特性が、ある一定の程度又は完全
に満たされることを指すことが意図される。「少なくとも部分的に」という用語は、後続
の特性が少なくとも５０％以上満たされることを指すのが好ましい。
【００２６】
　[026]「実質的に」及び「本質的に」という用語は、後続のフィーチャ、特性又はパラ
メータが、完全に（全面的に）又は意図した結果に不利益な影響を及ぼす大きな程度まで
のいずれかで実現されるか又は満たされることを指すために使用される。したがって、「
実質的に」又は「本質的に」という用語は、少なくとも８０％を意味することが好ましい
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。
【００２７】
　[027]「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は、本明細書中で使用される場合
、非排他的で、制約のないことが意図される。したがって、例えば、化合物Ａを含むコー
ティング組成物は、Ａの他にその他の化合物を含んでもよい。しかしながら、「含むこと
」という用語は、特定の実施形態として、「本質的に～からなること」及び「からなるこ
と」のより限定的な意味も含むため、例えば、「化合物Ａを含むコーティング組成物」が
、（本質的に）化合物Ａからなる場合もある。
【００２８】
　[028]「コーティング組成物」という用語は、固体基材に視覚効果層を形成することが
できる任意の組成物及び印刷法によって排他的でなく選択的に塗布することができる任意
の組成物を指す。コーティング組成物は、少なくとも本明細書に記載の非球状磁性又は磁
化可能顔料粒子及びバインダーを含む。
【００２９】
　[029]「視覚効果層（ＯＥＬ）」という用語は、本明細書中で使用される場合、配向型
非球状磁性又は磁化可能顔料粒子及びバインダーを含む層を指し、この場合、非球状磁性
又は磁化可能顔料粒子の配向は、磁気誘導された画像を形成するようバインダー内に固定
される。
【００３０】
　[030]本明細書中で使用される場合、「視覚効果コーティングされた基材（ＯＥＣ）」
という用語は、基材上にＯＥＬを形成することにより生じた生成物を指すために使用され
る。ＯＥＣは、基材及びＯＥＬからなってもよいが、他の材料及び／又はＯＥＬ以外の層
を含んでもよい。
【００３１】
　[031]「セキュリティ要素」又は「セキュリティフィーチャ」という用語は、本物であ
ることを確認する目的で使用できる画像又は図形要素を指すために使用される。セキュリ
ティ要素又はセキュリティフィーチャは、顕在的セキュリティ要素及び／又は潜在的セキ
ュリティ要素であってもよい。
【００３２】
　[032]一態様において、本発明は、磁性材料を含み、６μｍ超で１３μｍ未満のｄ５０
値を有する非球状磁性又は磁化可能顔料粒子並びに視覚効果層又は視覚効果コーティング
、すなわち、１つ又は複数のＯＥＬを含む基材を生成するためのコーティング組成物への
それらの使用に関する。ＯＥＬは、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含み、それらが非
球状の形状であるために、非等方的反射率を有する。非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は
、２００ｎｍ～２５００ｎｍの範囲の１つ又は複数の波長の電磁放射線を少なくとも部分
的に通すバインダー材料中に分散させられ、所望の視覚効果をもたらすための特定の配向
を有する。配向は、外部磁場により非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を配向させることに
よって実現される。
【００３３】
　[033]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、それらが非球状の形状で
あるために、固まったバインダー材料が少なくとも部分的に通す入射電磁放射線に対して
非等方的反射率を有すると定義される。本明細書中で使用される場合、「非等方的反射率
」という用語は、粒子によって反射される第１の角度から特定の（見る）方向（第２の角
度）への入射放射線の割合が粒子の配向の関数であり、すなわち、第１の角度に対する粒
子の配向の変化により見る方向に対する反射の大きさを変えることができることを指す。
本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、粒子の配向の変化が、その粒子に
よる特定の方向への反射の変化をもたらすよう、約２００～約２５００ｎｍ、より好まし
くは約４００～約７００ｎｍの波長範囲の一部又は全体の入射電磁放射線に対して非等方
的反射率を有することが好ましい。当業者に公知であるとおり、本明細書に記載の非球状
磁性又は磁化可能顔料粒子は、従来の顔料とは異なり、上記従来の顔料粒子が見るすべて
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の角度に対して同じ色を示すのに対して、本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料
粒子は、明細書の上で記載されるとおり非等方的反射性を示す。
【００３４】
　[034]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子、特に、光学的可変性の非球
状磁性又は磁化可能顔料粒子は、バインダー材料を含み、視覚効果層を生成するため、す
なわち、磁気誘導された画像を生成するためのコーティング組成物に特に適している。
【００３５】
　[035]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、特定のサイズを有するこ
とを特徴とする。本明細書中において「サイズ」という用語は、非球状磁性又は磁化可能
顔料粒子の集合の統計的な特性を指す。当該技術分野において公知であるとおり、顔料、
顔料粒子、鱗片状顔料及びその他の粉砕材料は、サンプルの粒子径分布（ＰＳＤ）を測定
することによって特徴づけることができる。そのようなＰＳＤは、一般に個々の粒子のサ
イズに関する特性の関数としてサンプル中の粒子の（総数、重量又は体積に対する）部分
量を示す。一般的に使用される個々の粒子を示すサイズに関する特徴は「円相当」（ＣＥ
）径であり、ＣＥ径とは、粒子の垂直投影と同じ面積を持つであろう円の直径に相当する
。ＰＳＤを、ＣＥ径の関数として粒子の相対的な体積として表すことは当該技術分野にお
いて一般的であり、板状粒子に関して、体積がＣＥ径の２乗に比例するものとして算出さ
れる。このＰＳＤの定義が本出願全体を通して使用されることになる。都合上、ＰＳＤの
統計値は、全体のＰＳＤを報告するのではなく、ＣＥ径を使用してこの結果から算出され
る。本出願において、標準のパーセンタイルの読み取り値を報告している：
　Ｄ（ｖ，５０）（以降ｄ５０と略記する）は、マイクロメートル単位のＣＥ径の値であ
り、ＰＳＤを累積体積が等しい以下の２つの部分に分ける：下側部分が、全粒子の累積体
積の５０％であり、ｄ５０よりも小さなＣＥ径の粒子に対応し；上側部分が、粒子の累積
体積の５０％であり、ｄ５０よりも大きなＣＥ径の粒子に対応する。ｄ５０は、粒子の体
積分布の中央値としても公知である。
　Ｄ（ｖ，９０）（以降ｄ９０と略記する）は、マイクロメートル単位のＣＥ径の値であ
り、ＰＳＤを累積体積が異なる以下の２つの部分になるよう分ける。下側部分が、全粒子
の累積体積の９０％であり、ｄ９０よりも小さなＣＥ径の粒子に対応し、上側部分が、粒
子の累積体積の１０％であり、ＣＥ径がｄ９０よりも大きい。
　同様に、Ｄ（ｖ，１０）（以降ｄ１０と略記する）は、マイクロメートル単位のＣＥ径
の値であり、ＰＳＤを累積体積が異なる以下の２つの部分になるよう分ける。下側部分が
、全粒子の累積体積の１０％であり、ｄ１０よりも小さなＣＥ径の粒子に対応し、上側部
分が、粒子の累積体積の９０％であり、ＣＥ径がｄ１０よりも大きい。
【００３６】
　[036]簡略化するために、本出願で考慮される非球状顔料材料のＰＳＤは、材料の個々
のバッチのｄ５０値、好ましくは１組の２つの統計値：ｄ５０値及びｄ９０値によって特
徴づけられる。
【００３７】
　[037]ＰＳＤを測定するために、以下に限定されるものではないが、ふるい分析、（コ
ールターカウンターを使用した）電気伝導率測定、レーザー回折及び直接的な視覚による
粒度分析を含むさまざまな実験方法が利用可能である。本出願で挙げたＰＳＤを求めるた
めに直接的な視覚による粒度分析を使用した（装置：モールバーンモルフォロジ（Ｍａｌ
ｖｅｒｎ　Ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｉ）Ｇ３；サンプル調製物：０．２ｗｔ％のワニスベース
の溶媒の顔料粒子分散液、ガラス顕微鏡スライド上にＴ９０メッシュを使用してスクリー
ン印刷された）。
【００３８】
　[038]スクリーン印刷、輪転グラビア印刷、フレキソ印刷又は当該技術分野において使
用される同等の方法に関して最適な光学的特性を示すＯＥＬを形成するために、本明細書
に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子のサイズは選択的に選ばれた。
【００３９】
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　[039]ｄ５０値が極端に大きな非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を使用することの影響
又は結果は、制限されたインク層厚のために整列が不十分になることである。ほとんどの
顔料粒子がコーティング組成物の膜厚と比較して大き過ぎると、その結果、理想的には基
材に対して急角度に立つことが必要とされるであろう顔料粒子の大部分が、色が濃い領域
で適切に整列することができない。したがって、本発明に対して適切な非球状磁性又は磁
化可能顔料粒子は、ｄ５０値がインク層厚よりも著しく小さくなければならない。銀行券
に対するスクリーン印刷に関しては、ｄ５０は、約２０μｍ未満、好ましくは約１５μｍ
未満でなければならない。しかしながら、これらの条件は十分ではなく、本発明によると
、最適な光学的特性を示すＯＥＬに関するさらに改良された基準のセットが必要とされる
。この事実を示すために、異なるＰＳＤを有する光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を使
用して生成されたＯＥＬの高解像度写真を同一条件下で撮影し、図１Ａ～１Ｆ及び図２Ａ
～２Ｆに示す。図１Ａ～１Ｆのそれぞれの写真は、中心領域が明るく（浅い顔料粒子配向
）、上下部領域の色の濃い（急な顔料粒子配向）、いわゆる、ローリングバー効果を示す
。図２Ａ～２Ｆのそれぞれの写真は、それぞれ、急な顔料粒子配向及び浅い顔料粒子配向
を有する色の濃い領域及び明るい領域があるローリングバー効果を含むしるしを示す。各
写真のＯＥＬを生成するために使用された光学的可変性の小板状磁性顔料粒子のＰＳＤ統
計値を表２に報告する。
【００４０】
　[040]選択が不適当な粒子径を使用した場合の３つのおもわしくない結果及び本発明に
よる改良された選択基準を以下に記載する：
　１）ＯＥＬの色と対比して視覚効果層内にある明るい輝く点の存在により識別できる不
完全な整列。この点は、図１Ａと、それ程ではないにせよ図１Ｂに確認できるのに対して
、図１Ｃ～１Ｆは、（ｄと標識されている）色の濃い領域に明るい点は示されていない。
この現象は、主にＰＳＤに存在する小さな割合の極端に大きな粒子が関係し、ｄ９０値に
よって最も良く説明されている。したがって、本発明に対して適切な非球状磁性又は磁化
可能顔料粒子は、好ましくは２０μｍ未満、好ましくは約１５μｍ以下のｄ９０値を有す
る。
　２）画像細部の粒状性及び低解像度。図２Ａ～２Ｆに示されるとおり、図２Ａ及び２Ｂ
は、はっきりとわかる粒状性を示しており、５０のしるしも図２Ｃ～２Ｆほど十分に輪郭
が示されていない。上記のポイント１）とは対照的に、ここでは、解像度及び／又は読み
やすさに悪影響を与える反射性の「粒」が明るい領域、特に、５０のしるしの輪郭を定め
ている領域に本質的に存在する。粒状性及び低解像度は、わずかにある最大の粒子だけで
なく、ＰＳＤの最もよくある粒子径のサイズ、すなわち、ｄ５０値の影響も受ける。した
がって、本発明に対して適切な非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、１３μｍ未満、好ま
しくは約１０μｍ以下のｄ５０値を有さなければならない。
　３）図１Ａ～１Ｆに示されるとおり、明るい領域の反射率（標識ｂ）も粒子径の影響を
受ける。この場合、顔料粒子のサイズが大きいほど、当該技術分野において教示されてい
るとおり、最良の反射率が得られ、一般的な傾向は、サイズが小さくなるにつれ中心の「
明るい領域」の明度が低下する。しかしながら、表２からわかるとおり、整列がおおむね
良好で、サイズもまだ極端に小さくないｄ５０＝９．３μｍで最適な値が得られている。
付加される条件は、したがって、ｄ５０値が極端に小さくてはならない。ここで、非球状
磁性又は磁化可能顔料粒子の大部分は最適な反射率を生じさせるために必要とされる。し
たがって、本発明に対して適切な非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、ｄ５０値が６μｍ
超、好ましくは約７μｍ以上でなければならない。
　４）最後に、上記の事例３）で述べられた極端に小さな粒径中央値（ｄ５０）は反射率
を低下させることとともに、色の濃い領域においてわずかにある最大（ｄ９０）の顔料粒
子の不完全な整列が、上記のポイント１）のとおり、効果の視認性又はコントラストの低
下につながる可能性がある。表２に示されている得られたピクセル値及びコントラスト計
算値は、１５μｍ以下のｄ９０値とともに、ｄ５０値がおよそ９．３μｍに等しい非球状
磁性又は磁化可能顔料粒子に対して最適な値が得られることを確認している。
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【００４１】
　[041]したがって、本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、ｄ５０値が
６μｍ超で、１３μｍ未満、好ましくは約７μｍ～約１０μｍである。本明細書に記載の
非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、２０μｍ未満、好ましくは約１５μｍ以下、より好
ましくは約８μｍ以上２０μｍ未満、さらにより好ましくは約８μｍ～約１５μｍのｄ９
０値とともに、６μｍ超で、１３μｍ未満、好ましくは約７μｍ～約１０μｍのｄ５０値
を有することが好ましい。
【００４２】
　[042]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、磁気特性のために機械読
取り可能であるため、そうした顔料粒子を含むコーティング組成物が、例えば、特定の磁
気検出器を用いて検出されてもよい。したがって、本明細書に記載の非球状磁性又は磁化
可能顔料粒子を含むコーティング組成物は、セキュリティ文書に対して潜在的又は半潜在
的セキュリティ要素（本物であることを確認する手段）として使用されてもよい。
【００４３】
　[043]本明細書に記載のＯＥＬにおいて、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、動的な
要素、特に、動的なセキュリティ要素を形成するような様式で提供される。本明細書中で
、「動的な」という用語は、要素の見た目及び光反射が見る角度に応じて変化することを
指す。別の言い方をすると、異なる角度から見ると、セキュリティ要素の見た目が異なる
、すなわち、例えば、共にＯＥＬの面に対して約９０°の見る角度から見た場合に、約２
２．５°の見る角度と比較してセキュリティ要素が異なった見た目を示す。この挙動は、
非等方的反射率を有する非球状磁性又は磁化可能顔料粒子、特に、光学的可変性の非球状
磁性若しくは磁化可能顔料粒子の配向及び／又は見る角度に依存する見た目を有する非球
状磁性若しくは磁化可能顔料粒子それ自体の特性によって引き起こされる（後に記載され
る光学的可変性の顔料粒子など）。
【００４４】
　[044]非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、長形若しくは扁平楕円状、小板状又は針状
粒子或いはそれらの２つ以上の混合物であるのが好ましく、より好ましくは、小板状粒子
である。したがって、単位表面積あたり（例えば、μｍ２あたり）の固有の反射率がその
ような粒子の表面全体にわたって一定である場合でも、非球状の形状のせいで粒子の目に
見える領域は見られる方向に依存するため、粒子の反射率は非等方的である。一実施形態
では、非球状の形状のために非等方的反射率を有する非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は
、例えば、光学的可変性の磁性顔料粒子中になど、反射率及び屈折率が異なる層を含むそ
れら粒子の構造により固有の非等方的反射率をさらに有してもよい。この実施形態におい
て、本非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、固有の非等方的反射率を有する非球状磁性又
は磁化可能顔料粒子、例えば、光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含む。
【００４５】
　[045]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の適切な例としては、以下に
限定されないが、コバルト（Ｃｏ）、鉄（Ｆｅ）、ガドリニウム（Ｇｄ）及びニッケル（
Ｎｉ）からなる群から選択される磁性金属；鉄、マンガン、コバルト、ニッケル若しくは
それらの２つ以上の混合物の磁性合金；クロム、マンガン、コバルト、鉄、ニッケル若し
くはそれらの２つ以上の混合物の磁性酸化物；又はそれらの２つ以上の混合物を含む顔料
粒子が挙げられる。金属、合金及び酸化物に関連する「磁性」という用語は、強磁性又は
フェリ磁性金属、合金及び酸化物を対象とする。本明細書に記載される磁性金属若しくは
磁性合金を含む顔料粒子を含む非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、好ましくは、長形若
しくは扁平楕円状、小板状又は針状粒子或いはそれらの２つ以上の混合物であり、より好
ましくは、小板状粒子である。クロム、マンガン、コバルト、鉄、ニッケル又はそれらの
２つ以上の混合物の磁性酸化物は、純粋な酸化物又は混合した酸化物であってもよい。磁
性酸化物の例としては、以下に限定されないが、酸化鉄、例えば、赤鉄鉱（Ｆｅ２Ｏ３）
、磁鉄鉱（Ｆｅ３Ｏ４）、二酸化クロム（ＣｒＯ２）、磁性フェライト（ＭＦｅ２Ｏ４）
、磁性スピネル（ＭＲ２Ｏ４）、磁性ヘキサフェライト（ＭＦｅ１２Ｏ１９）、磁性オル
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トフェライト（ＲＦｅＯ３）、磁性ガーネットＭ３Ｒ２（ＡＯ４）３が挙げられ、Ｍは二
価金属を表し、Ｒは三価金属を表し、Ａは四価金属を表す。
【００４６】
　[046]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の例としては、以下に限定さ
れないが、１つ又は複数のコバルト（Ｃｏ）、鉄（Ｆｅ）、ガドリニウム（Ｇｄ）又はニ
ッケル（Ｎｉ）などの磁性金属；及び鉄、コバルト又はニッケルの磁性合金でできている
磁性層Ｍを含む顔料粒子が挙げられ、この場合、上記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は
、１つ又は複数の付加的な層を含む多層構造であってもよい。１つ又は複数の付加的な層
は、独立してフッ化マグネシウム（ＭｇＦ２）などの金属フッ化物、酸化ケイ素（ＳｉＯ
）、二酸化ケイ素（ＳｉＯ２）、酸化チタン（ＴｉＯ２）及び酸化アルミニウム（Ａｌ２

Ｏ３）からなる群から選択される１つ若しくは複数、より好ましくは、二酸化ケイ素（Ｓ
ｉＯ２）でできている層Ａ；又は独立して金属及び金属合金からなる群から選択さる１つ
若しくは複数、好ましくは、反射性金属及び反射性金属合金からなる群から選択される１
つ若しくは複数、より好ましくは、アルミニウム（Ａｌ）、クロム（Ｃｒ）及びニッケル
（Ｎｉ）からなる群から選択される１つ若しくは複数、さらにより好ましくは、アルミニ
ウム（Ａｌ）でできている層Ｂ；或いは上記のものなどの１つ又は複数の層Ａ及び上記の
ものなどの１つ又は複数の層Ｂの組み合わせであることが好ましい。上記の多層構造であ
る非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の典型的な例としては、以下に限定されないが、Ａ／
Ｍ多層構造、Ａ／Ｍ／Ａ多層構造、Ａ／Ｍ／Ｂ多層構造、Ａ／Ｂ／Ｍ／Ａ多層構造、Ａ／
Ｂ／Ｍ／Ｂ多層構造、Ａ／Ｂ／Ｍ／Ｂ／Ａ／多層構造、Ｂ／Ｍ多層構造、Ｂ／Ｍ／Ｂ多層
構造、Ｂ／Ａ／Ｍ／Ａ多層構造、Ｂ／Ａ／Ｍ／Ｂ多層構造、Ｂ／Ａ／Ｍ／Ｂ／Ａ／多層構
造が挙げられ、この場合、層Ａ、磁性層Ｍ及び層Ｂは上記のものから選択される。
【００４７】
　[047]例えば、顔料粒子、インク、コーティング又は層などの光学的可変性要素がセキ
ュリティ印刷の分野において公知である。（当該技術分野において、カラーシフト又はゴ
ニオクロマティック要素とも呼ばれる）光学的可変性要素は、見る角度又は入射角度に依
存する色を呈し、一般的に利用可能なカラースキャニング、印刷及びコピーを行うオフィ
ス設備による偽造並びに／又は不正な複製から銀行券及びその他のセキュリティ文書を保
護するために使用される。
【００４８】
　[048]非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、光学的可変性の非球状磁性若しくは磁化可
能顔料粒子及び／又は光学的可変特性を有さない非球状磁性若しくは磁化可能顔料粒子を
含んでもよい。本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の少なくとも一部は、
光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子によって構成されるのが好ましい。その
ような光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、好ましくは、長形若しくは扁
平楕円状、小板状又は針状粒子或いはそれらの２つ以上の混合物であり、より好ましくは
、小板状粒子である。
【００４９】
　[049]本明細書に記載の光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含むインク
、コーティング組成物、コーティング又は層を保持している物品又はセキュリティ文書を
人間の感覚だけで潜在的な偽造品から容易に検出、認識及び／又は識別することを可能に
する、光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子のカラーシフト特性によってもた
らされる顕在的セキュリティに加えて、光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子
の光学的特性がＯＥＬの認識ための機械読取り可能な手段として使用されてもよい。した
がって、光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の光学的特性は、本物であるこ
とを確認するプロセスにおける潜在的又は半潜在的セキュリティフィーチャとして同時に
使用されてもよく、この場合、顔料粒子の光学的（例えば、スペクトルの）特性が分析さ
れる。
【００５０】
　[050]ＯＥＬを生成するためのコーティング組成物への光学的可変性の非球状磁性又は
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磁化可能顔料粒子の使用は、セキュリティ文書用途におけるセキュリティフィーチャとし
てのＯＥＬの重要性を高める。その理由は、そのような材料（すなわち、光学的可変性の
非球状磁性又は磁化可能顔料粒子）は、セキュリティ文書印刷産業が確保しており、一般
に商業的に入手できないからである。
【００５１】
　[051]上述のとおり、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の少なくとも一部は、光学的可
変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子によって構成されるのが好ましい。これらは、よ
り好ましくは、磁性薄膜干渉顔料粒子、磁性コレステリック液晶顔料粒子、磁性材料を含
む干渉コーティング顔料粒子及びそれら２つの以上の組み合わせからなる群から選択され
てもよい。本明細書に記載の磁性薄膜干渉顔料粒子、磁性コレステリック液晶顔料粒子及
び磁性材料を含む干渉コーティング顔料粒子は、好ましくは、長形若しくは扁平楕円状、
小板状又は針状粒子或いはそれらの２つ以上の混合物であり、より好ましくは、小板状粒
子である。
【００５２】
　[052]磁性薄膜干渉顔料粒子は当業者に公知であり、例えば、米国特許第４，８３８，
６４８号；国際公開第２００２／０７３２５０Ａ２号；欧州特許第０　６８６　６７５号
；国際公開第２００３／０００８０１Ａ２号；米国特許第６，８３８，１６６号；国際公
開第２００７／１３１８３３Ａ１号；欧州特許出願公開第２　４０２　４０１号及びそれ
らの公報で挙げられた文献において開示されている。磁性薄膜干渉顔料粒子は、５層のフ
ァブリー－ペロー型多層構造を有する顔料粒子及び／又は６層のファブリー－ペロー型多
層構造を有する顔料粒子及び／又は７層のファブリー－ペロー型多層構造を有する顔料粒
子を含むのが好ましい。
【００５３】
　[053]５層のファブリー－ペロー型多層構造は、吸収層／誘電層／反射層／誘電層／吸
収層の多層構造からなるのが好ましく、この場合、反射層及び／又は吸収層も磁性層であ
り、好ましくは、反射層及び／又は吸収層は、ニッケル、鉄及び／若しくはコバルト、並
びに／又はニッケル、鉄及び／若しくはコバルトを含む磁性合金並びに／又はニッケル（
Ｎｉ）、鉄（Ｆｅ）及び／若しくはコバルト（Ｃｏ）を含む磁性酸化物を含む磁性層であ
る。
【００５４】
　[054]６層のファブリー－ペロー型多層構造は、吸収層／誘電層／反射層／磁性層／誘
電層／吸収層の多層構造からなるのが好ましい。
【００５５】
　[055]７層のファブリーペロー型多層構造は、吸収層／誘電層／反射層／磁性層／反射
層／誘電層／吸収層の多層構造からなるのが好ましく、例えば、米国特許第４，８３８，
６４８号に開示されている。
【００５６】
　[056]本明細書に記載の反射層は、独立して金属及び金属合金からなる群から選択され
る１つ又は複数、好ましくは、反射性金属及び反射性金属合金からなる群から選択される
１つ又は複数、より好ましくは、アルミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、銅（Ｃｕ）、金（
Ａｕ）、白金（Ｐｔ）、スズ（Ｓｎ）、チタン（Ｔｉ）、パラジウム（Ｐｄ）、ロジウム
（Ｒｈ）、ニオブ（Ｎｂ）、クロム（Ｃｒ）、ニッケル（Ｎｉ）及びそれらの合金からな
る群から選択される１つ又は複数、さらにより好ましくは、アルミニウム（Ａｌ）、クロ
ム（Ｃｒ）、ニッケル（Ｎｉ）及びそれらの合金からなる群から選択される１つ又は複数
、さらにより好ましくは、アルミニウム（Ａｌ）でできているのが好ましい。誘電層は、
独立してフッ化マグネシウム（ＭｇＦ２）、フッ化アルミニウム（ＡｌＦ３）、フッ化セ
リウム（ＣｅＦ３）、フッ化ランタン（ＬａＦ３）、フッ化ナトリウムアルミニウム（例
えば、Ｎａ３ＡｌＦ６）、フッ化ネオジム（ＮｄＦ３）、フッ化サマリウム（ＳｍＦ３）
、フッ化バリウム（ＢａＦ２）、フッ化カルシウム（ＣａＦ２）、フッ化リチウム（Ｌｉ
Ｆ）などの金属フッ化物、及び酸化ケイ素（ＳｉＯ）、二酸化ケイ素（ＳｉＯ２）、酸化
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チタン（ＴｉＯ２）、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）などの金属酸化物からなる群から
選択される１つ又は複数、より好ましくは、フッ化マグネシウム（ＭｇＦ２）及び二酸化
ケイ素（ＳｉＯ２）からなる群から選択される１つ又は複数、さらにより好ましくは、フ
ッ化マグネシウム（ＭｇＦ２）でできているのが好ましい。吸収層は、独立してアルミニ
ウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、銅（Ｃｕ）、パラジウム（Ｐｄ）、白金（Ｐｔ）、チタン（
Ｔｉ）、バナジウム（Ｖ）、鉄（Ｆｅ）スズ（Ｓｎ）、タングステン（Ｗ）、モリブデン
（Ｍｏ）、ロジウム（Ｒｈ）、ニオブ（Ｎｂ）、クロム（Ｃｒ）、ニッケル（Ｎｉ）、そ
れらの金属酸化物、それらの金属硫化物、それらの金属炭化物、及びそれらの金属合金か
らなる群から選択される１つ又は複数、より好ましくは、クロム（Ｃｒ）、ニッケル（Ｎ
ｉ）、それらの金属酸化物、及びそれらの金属合金からなる群から選択される１つ又は複
数、さらにより好ましくは、クロム（Ｃｒ）、ニッケル（Ｎｉ）、及びそれらの金属合金
からなる群から選択される１つ又は複数でできているのが好ましい。磁性層は、ニッケル
（Ｎｉ）、鉄（Ｆｅ）及び／若しくはコバルト（Ｃｏ）；並びに／又はニッケル（Ｎｉ）
、鉄（Ｆｅ）及び／若しくはコバルト（Ｃｏ）を含む磁性合金；並びに／又はニッケル（
Ｎｉ）、鉄（Ｆｅ）及び／若しくはコバルト（Ｃｏ）を含む磁性酸化物を含むのが好まし
い。７層のファブリー－ペロー型構造を含む磁性薄膜干渉顔料粒子が好適な場合、磁性薄
膜干渉顔料粒子がＣｒ／ＭｇＦ２／Ａｌ／Ｎｉ／Ａｌ／ＭｇＦ２／Ｃｒ多層構造からなる
７層の吸収層／誘電層／反射層／磁性層／反射層／誘電層／吸収層のファブリー－ペロー
型多層構造を含むことが特に好適である。
【００５７】
　[057]本明細書に記載の磁性薄膜干渉顔料粒子は、ヒトの健康及び環境に対して安全で
あると考えられ、例えば、５層のファブリー－ペロー型多層構造、６層のファブリー－ペ
ロー型多層構造及び７層のファブリー－ペロー型多層構造に基づく多層顔料粒子であって
もよく、この場合、上記顔料粒子は、鉄を約４０ｗｔ％～約９０ｗｔ％、クロムを約１０
ｗｔ％～約５０ｗｔ％及びアルミニウムを約０ｗｔ％～約３０ｗｔ％を含み、実質的にニ
ッケルを含まない組成物を有する磁性合金を含む１つ又は複数の磁気層を含む。ヒトの健
康及び環境に対して安全であると考えられる多層の顔料粒子の典型的な例は、欧州特許出
願公開第２　４０２　４０１号に見出すことができ、この文献は、参照によりその全体を
本明細書に組み込んだものとする。
【００５８】
　[058]本明細書に記載の磁性薄膜干渉顔料粒子は、網状のものへのさまざまな必要とさ
れる層の従来の堆積技術によって一般に製造される。例えば、物理蒸着法（ＰＶＤ）、化
学蒸着法（ＣＶＤ）又は電解蒸着によって所望の数の層を堆積させた後に、適した溶媒に
剥離層を溶解すること又は材料を網状のものから剥がすことのいずれかによって、積み重
ねた層が網状のものから除去される。そのように得られた材料は、その後、鱗片に破壊さ
れ、必要とされるサイズの顔料粒子を得るために砕くこと、粉砕すること（例えば、気流
式粉砕プロセスなど）又は任意の適した方法によって、さらに加工されてなければならな
い。得られた生成物は、破壊された端部、不規則な形状及びさまざまな縦横比をもつ平坦
な鱗片からなる。適切な磁性薄膜干渉顔料粒子の作製に関するさらなる情報は、例えば、
欧州特許出願公開第１　７１０　７５６　号及び欧州特許出願公開第１　６６６　５４６
号に見出すことができ、これらの公報を参照により本明細書に組み込んだものとする。
【００５９】
　[059]光学的可変特性を示す適切な磁性コレステリック液晶顔料粒子としては、以下に
限定されないが、磁性単層コレステリック液晶顔料粒子及び磁性多層コレステリック液晶
顔料粒子が挙げられる。そのような顔料粒子は、例えば、国際公開第２００６／０６３９
２６Ａ１号、米国特許第６，５８２，７８１号及び米国特許第６，５３１，２２１号に開
示されている。国際公開第２００６／０６３９２６Ａ１号は、磁化容易性などの付加的な
特定の特性を伴い高い輝度及びカラーシフト特性が得られる単層並びにそれから得られる
顔料粒子について開示している。開示された単層及びこの単層を粉末にすることによって
得られる顔料粒子には、三次元に架橋したコレステリック液晶混合物及び磁性ナノ粒子が
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含まれる。米国特許第６，５８２，７８１号及び米国特許第６，４１０，１３０号は、小
板状のコレステリック多層顔料粒子について開示しており、この粒子は、配列Ａ１／Ｂ／
Ａ２を含み、この場合、Ａ１及びＡ２は、同一であってもよく、又は異なってもよく、そ
れぞれが少なくとも１つのコレステリック層を含み、Ｂは、層Ａ１及びＡ２が通した光の
すべて又はいくらかを吸収し、磁性特性を与える中間層である。米国特許第６，５３１，
２２１号は、小板状のコレステリック多層顔料粒子について開示しており、この粒子は、
配列Ａ／Ｂ及び任意にＣを含み、この場合、Ａ及びＣは磁性特性を与える顔料粒子を含む
吸収層であり、Ｂはコレステリック層である。
【００６０】
　[060]１つ又は複数の磁性材料を含む適切な干渉コーティング顔料としては、以下に限
定されないが、１つ又は複数の層によりコーティングされたコアからなる群から選択され
る基材からなる構造が挙げられ、この場合、コアの少なくとも１つ又は１つ若しくは複数
の層は磁性特性を有する。例えば、適切な干渉コーティング顔料は、１つ若しくは複数の
金属酸化物でできた１つ又は複数の層でコーティングされており、上記のものなどの磁性
材料でできたコアを含むか、或いは合成又は天然のマイカ、層状ケイ酸塩（例えば、タル
ク、カオリン及びセリサイト）、ガラス（例えば、ホウケイ酸塩）、二酸化ケイ素（Ｓｉ
Ｏ２）、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）、酸化チタン（ＴｉＯ２）、グラファイト並び
にそれらの２つの以上の組み合わせでできたコアからなる構造を有する。さらに、着色層
などの１つ又は複数の付加的な層が存在してもよい。
【００６１】
　[061]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、この粒子をコーティング
組成物中で生じる可能性のあるあらゆる変質から保護するため及び／又はこの粒子のコー
ティング組成物への組み込みを容易にするために表面処理されてもよい。一般に腐食防止
材料及び／又は湿潤剤が使用されてもよい。
【００６２】
　[062]本明細書に記載のコーティング組成物は、バインダー材料中に分散した本明細書
に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子、特に、光学的可変性の非球状磁性又は磁化可
能顔料粒子を含むのが好ましい。非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、好ましくは約２ｗ
ｔ％～約４０ｗｔ％、より好ましくは約４ｗｔ％～約３０ｗｔ％の量で存在し、重量パー
セントは、バインダー材料、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子及びコーティング組成物の
その他の任意の成分を含むコーティング組成物の総重量に基づく。
【００６３】
　[063]（光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含んでも、含まなくても又
はそれからなっても、なっていなくてもよい）非球状磁性又は磁化可能顔料粒子に加えて
、さらに非磁性又は非磁化可能顔料粒子が本明細書に記載のコーティング組成物に含まれ
てもよい。これらの粒子は、当該技術分野において公知である光学的可変特性を有するか
、又は有さない有機又は無機の着色顔料粒子であってもよい。さらに、粒子は、球状又は
非球状であってもよく、等方的又は非等方的な光学的反射率を有してもよい。
【００６４】
　[064]コーティング組成物が基材表面又は磁場発生装置の支持面に施される場合、少な
くともバインダー材料及び非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含むコーティング組成物は
、例えば、印刷プロセス、特に、スクリーン印刷、輪転グラビア印刷及びフレキソ印刷に
より処理し、それによりコーティング組成物を紙基材若しくは後に記載されるものなどの
基材表面又は磁場発生装置の支持面に塗布することを可能にするコーティング組成物の形
態であることが必須である。さらに、コーティング組成物の塗布後に、非球状磁性又は磁
化可能顔料粒子は、磁場を印加して、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を力線に沿って整
列させることによって配向させられる。磁場を印加することによって非球状磁性又は磁化
可能顔料粒子を配向／整列させるステップに続いて又はそれと部分的に同時に、非球状磁
性又は磁化可能顔料粒子の配向が固定又は凝固される。したがって注目すべきは、コーテ
ィング組成物は、第１の状態、すなわち、液体又はペースト状の状態であって、コーティ
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ング組成物が十分に乾いていないか又は柔らかく、その結果、磁場への曝露時にコーティ
ング組成物中に分散した非球状磁性又は磁化可能顔料粒子が自由に動ける、回転できる及
び／又は配向できる、第１の状態並びに非球状顔料粒子がそれぞれの位置及び配向で固定
又は凝固された第２の固まった（例えば、固体）状態を有さなければならない。「部分的
に同時に」とは、両方のステップが部分的に同時に実施されること、すなわち、それぞれ
のステップを実施する時間が部分的に重なることを意味する。本発明の状況において、固
めるステップｃ）が配向ステップｂ）と部分的に同時に実施される場合、ＯＥＬを完全に
固める前に粒子を配向させるよう、ステップｂ）の後にステップｃ）が有効にならなけれ
ばならないことを理解されたい。
【００６５】
　[065]そのような第１及び第２の状態は、好ましくは、特定の種類のコーティング組成
物を使用することによって実現される。例えば、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子以外の
コーティング組成物の成分は、セキュリティ用途で、例えば、銀行券の印刷のために使用
されるものなどのインク又はコーティング組成物の形態をとってもよい。
【００６６】
　[066]上記の第１の及び第２の状態は、例えば、温度変化又は電磁放射線への曝露など
の刺激に応じて粘度が大きく増加する材料を使用することによって実現することができる
。すなわち、流体のバインダー材料が固まる又は固化すると、上記バインダー材料は、第
２の状態、すなわち、固まった又は固体状態に変わり、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子
が、その時の位置及び配向で固定され、バインダー材料内でもはや動くことも回転するこ
ともできなくなる。
【００６７】
　[067]当業者に公知であるとおり、基材などの表面に塗布されるべきインク又はコーテ
ィング組成物に含まれる成分及び上記インク又はコーティング組成物の物理的特性は、イ
ンク又はコーティング組成物を表面に移すために使用されるプロセスの性質によって決ま
る。したがって、本明細書に記載のインク又はコーティング組成物に含まれるバインダー
材料は、一般に当該技術分野において既知のものの中から選択され、インク又はコーティ
ング組成物を塗布するために使用されるコーティング又は印刷プロセス及び選択された固
めるプロセスによって決まる。
【００６８】
　[068]基材若しくは磁場発生装置の支持面へのコーティング組成物の塗布及び非球状磁
性又は磁化可能顔料粒子、特に、光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の配向
後に、コーティング組成物が、粒子の配向を固定するために固められる（すなわち、固体
又は固体様の状態に変化させられる）。
【００６９】
　[069]固めることは、例えば、コーティング組成物が高分子のバインダー材料及び溶媒
を含み、高温で塗布される場合には、単に物理的性質のものであってもよい。その後、非
球状磁性又は磁化可能は、高温で磁場の印加によって配向させられ、溶媒が蒸発して、コ
ーティング組成物が冷却される。それにより、コーティング組成物が固まり、粒子の配向
が固定される。
【００７０】
　[070]或いは、例えば、硬化によって、コーティング組成物を「固めること」は、化学
反応を含み、セキュリティ文書の一般的な使用の間に生じる可能性のある単純な温度上昇
（例えば、最大８０℃まで）によって逆戻りしないことが好ましい。「硬化させること」
又は「硬化可能な」という用語は、開始物質よりも大きな分子量を有する高分子材料に変
わるような手法で、塗布されたコーティング組成物中の少なくとも１つの成分の化学反応
、架橋又は重合を含むプロセスを指す。硬化は、安定した三次元の高分子ネットワークを
形成させることが好ましい。
【００７１】
　[071]そのような硬化は、（ｉ）基材表面又は磁場生成装置の支持面へのコーティング
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組成物の塗布後で、（ｉｉ）磁性又は磁化可能顔料粒子の配向に続いて又はそれと部分的
に同時に、コーティング組成物に外的刺激を与えることによって一般に引き起こされる。
本明細書に記載のコーティング組成物を固める／硬化させることは、磁性又は磁化可能顔
料粒子の配向と部分的に同時に行われるのが有利である。したがって、コーティング組成
物は、放射線硬化可能な組成物、熱乾燥組成物、酸化乾燥組成物及びそれらの組み合わせ
からなる群から選択されるインク又はコーティング組成物であることが好ましい。コーテ
ィング組成物は、放射線硬化可能な組成物からなる群から選択されるインク又はコーティ
ング組成物であるのが特に好ましい。放射線硬化、特に、ＵＶ－Ｖｉｓ線硬化は、有利に
も、硬化放射線への曝露後、コーティング組成物の粘度が即時に増加するため、磁場配向
ステップ後の顔料粒子のそれ以上の動きを防ぎ、その結果、情報のいかなる損失も防ぐ。
【００７２】
　[072]好ましい放射線硬化可能な組成物としては、ＵＶ－可視光照射（以降、ＵＶ－Ｖ
ｉｓ線硬化可能と呼ぶ）又はＥ－ビーム照射（以降ＥＢと呼ぶ）によって硬化させること
ができる組成物が挙げられる。放射線硬化可能な組成物は、当該技術分野において公知で
あり、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ　ｉｎ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｗｉｔｈ
　ＳＩＴＡ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ＬｉｍｉｔｅｄからのＣ．　Ｌｏｗｅ、Ｇ．　Ｗｅ
ｂｓｔｅｒ、Ｓ．　Ｋｅｓｓｅｌ及びＩ．　ＭｃＤｏｎａｌｄによるシリーズ「Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｒｙ　＆　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　ＵＶ　＆　ＥＢ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏ
ｎ　ｆｏｒ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ，Ｉｎｋｓ　＆　Ｐａｉｎｔｓ」、ＩＶ巻、Ｆｏｒｍｕｌ
ａｔｉｏｎ、１９９６年などの標準的なテキストブックに見出すことができる。
【００７３】
　[073]本発明の特に好適な一実施形態によると、本明細書に記載のコーティング組成物
は、ＵＶ－Ｖｉｓ線硬化可能なコーティング組成物である。ＵＶ－Ｖｉｓ線硬化は、有利
にも非常に急速な硬化プロセスを可能にするため、本明細書に記載のＯＥＬ、本明細書に
記載のＯＥＣ並びに上記ＯＥＬを含む物品及び文書の作製時間を徹底的に削減する。ＵＶ
－Ｖｉｓ線硬化可能なコーティング組成物は、ラジカル硬化可能な化合物及びカチオン硬
化可能な化合物からなる群から選択される１つ又は複数の化合物を含むのが好ましい。本
明細書に記載のＵＶ－Ｖｉｓ線硬化可能なコーティング組成物は、複合系であってもよく
、１つ又は複数のカチオン硬化可能な化合物と１つ又は複数のラジカル硬化可能な化合物
の混合物を含んでもよい。カチオン硬化可能な化合物は、一般に照射線による１つ又は複
数の光開始剤の活性化を含むカチオン機構によって硬化される。光開始剤は、酸などのカ
チオン種を遊離させ、そのカチオン種が、順に硬化を開始して、モノマー及び／又はオリ
ゴマーと反応及び／又は架橋して、それによりコーティング組成物を固める。ラジカル硬
化可能な化合物は、フリーラジカル機構によって硬化され、フリーラジカル機構は、一般
に照射線による１つ又は複数の光開始剤の活性化を含み、それによりラジカルが発生し、
そのラジカルが順に重合を開始してコーティング組成物を固める。本明細書に記載のＵＶ
－Ｖｉｓ線硬化可能なコーティング組成物に含まれるバインダーを調製するために使用さ
れるモノマー、オリゴマー又はプレポリマーに応じて、異なる光開始剤が使用される場合
もある。フリーラジカル光開始剤の適切な例は、当業者に公知であり、以下に限定されな
いが、アセトフェノン、ベンゾフェノン、ベンジルジメチルケタール、アルファ－アミノ
ケトン、アルファ－ヒドロキシケトン、ホスフィンオキシド及びホスフィンオキシド誘導
体並びにそれら２つの以上の組み合わせが挙げられる。カチオン光開始剤の適切な例は、
当業者に公知であり、以下に限定されないが、有機ヨードニウム塩（例えば、ジアリール
イオドイニウム塩、オキソニウム（例えば、トリアリールオキソニウム塩）及びスルホニ
ウム塩（例えば、トリアリールスルホニウム塩）並びにそれら２つの以上の組み合わせな
どのオニウム塩が挙げられる。有用な光開始剤のその他の例は、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　
＆　ＳｏｎｓがＳＩＴＡ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｌｉｍｉｔｅｄと共同して１９９８年
出版した「Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　＆　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　ＵＶ　＆　ＥＢ　Ｆ
ｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ、Ｉｎｋｓ　＆　Ｐａｉｎｔｓ」、Ｉ
ＩＩ巻、「Ｐｈｏｔｏｉｎｉｔｉａｔｏｒｓ　ｆｏｒ　Ｆｒｅｅ　Ｒａｄｉｃａｌ　Ｃａ



(18) JP 2016-534187 A 2016.11.4

10

20

30

40

50

ｔｉｏｎｉｃ　ａｎｄ　Ａｎｉｏｎｉｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ」、第２版、Ｊ
．　Ｖ．　Ｃｒｉｖｅｌｌｏ　＆　Ｋ．　Ｄｉｅｔｌｉｋｅｒ著、Ｇ．　Ｂｒａｄｌｅｙ
編などの標準的なテキストブックに見出すことができる。効率的な硬化を実現するために
１つ又は複数の光開始剤と併せて増感剤を含むことが有利である場合もある。適切な光増
感剤の典型的な例としては、以下に限定されないが、イソプロピル－チオキサントン（Ｉ
ＴＸ）、１－クロロ－２－プロポキシ－チオキサントン（ＣＰＴＸ）、２－クロロ－チオ
キサントン（ＣＴＸ）及び２，４－ジエチル－チオキサントン（ＤＥＴＸ）並びにそれら
２つの以上の組み合わせが挙げられる。ＵＶ－Ｖｉｓ線硬化可能なコーティング組成物に
含まれる１つ又は複数の光開始剤は、好ましくは約０．１ｗｔ％～約２０ｗｔ％、より好
ましくは約１ｗｔ％～約１５ｗｔ％の総量で存在し、重量パーセントは、ＵＶ－Ｖｉｓ線
硬化可能なコーティング組成物の総重量に基づく。
【００７４】
　[074]或いは、高分子の熱可塑性バインダー材料又は熱硬化性物質が利用されてもよい
。熱硬化性物質とは異なり、熱可塑性樹脂は、特性にいかなる重大な変化も招くことなく
、加熱及び冷却によって繰り返し溶かしたり、固化させたりすることができる。熱可塑性
樹脂又はポリマーの典型的な例としては、以下に限定されないが、ポリアミド、ポリエス
テル、ポリアセタール、ポリオレフィン、スチレンポリマー、ポリカーボネート、ポリア
リレート、ポリイミド、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケテオ
ンケトン（ＰＥＫＫ）、ポリフェニレンベース樹脂（例えば、ポリフェニレンター、ポリ
フェニレンオキシド、ポリフェニレンスルフィド）、ポリスルホン及びこれらの２つ以上
の混合物が挙げられる。
【００７５】
　[075]本明細書に記載のコーティング組成物は、１つ若しくは複数のマーカー物質若し
くはタガント並びに／又は（本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子とは異な
る）磁性材料、発光材料、導電性材料及び赤外線吸収材料からなる群から選択される１つ
若しくは複数の機械読取り可能な材料をさらに含んでもよい。本明細書中で使用される場
合、「機械読取り可能な材料」という用語は、裸眼では認知できない少なくとも１つの特
有の特性を示す材料を指し、この材料を層に含ませて、本物であることを確認するための
特定の装置を使用することによって上記層又は上記層を含む物品が本物であることを確認
するための方法をもたらすことができる。
【００７６】
　[076]本明細書に記載のコーティング組成物は、有機顔料粒子、無機顔料粒子及び有機
色素からなる群から選択される１つ若しくは複数の着色成分並びに／又は１つ若しくは複
数の添加物をさらに含んでもよい。添加物としては、以下に限定されないが、粘度（例え
ば、溶剤、増粘剤及び界面活性剤）、堅さ（例えば、沈降防止剤、充填剤及び可塑剤）、
発泡性（例えば、消泡剤）、潤滑特性（ワックス、オイル）、ＵＶ安定性（光安定剤）、
粘着性、帯電防止特性、貯蔵安定性（重合抑制剤）などコーティング組成物の物理的、レ
オロジー的及び化学的パラメータを調節するために使用される化合物及び材料が挙げられ
る。添加物の大きさの少なくとも１つが１～１０００ｎｍの範囲にある、いわゆるナノマ
テリアルなどの本明細書に記載の添加物は、当該技術分野において既知の量及び形態でコ
ーティング組成物中に存在してもよい。
【００７７】
　[077]本明細書に記載のコーティング組成物を含むＯＥＬにおいて、本明細書に記載の
非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の配向を固定して
いる固まったバインダー材料を含むコーティング組成物中に分散している。固まったバイ
ンダー材料は、２００ｎｍ～２５００ｎｍの範囲の１つ又は複数の波長の電磁放射線を少
なくとも部分的に通す。バインダー材料は、このように、固まった状態又は固体状態（本
明細書中では第２の状態とも呼ばれる）のバインダー材料に含まれる粒子及びそれらの配
向に依存する反射率を、バインダー材料を通して認めることができるよう、少なくとも、
固まった状態又は固体状態において、約２００ｎｍ～約２５００ｎｍの範囲の１つ又は複
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数の波長、すなわち、電磁スペクトルの赤外、可視及びＵＶ部分を含む一般に「光学スペ
クトル」と称される波長範囲内の電磁放射線を少なくとも部分的に通す。硬化したバイン
ダー材料は、好ましくは２００～８００ｎｍの範囲、より好ましくは４００～７００ｎｍ
の範囲の１つ又は複数の波長の電磁放射線を少なくとも部分的に通す。本明細書において
、「１つ又は複数の波長」という用語は、バインダー材料が所与の波長範囲の１つの波長
のみを通してもよく、又は所与の範囲のいくつかの波長を通してもよいことを指す。バイ
ンダー材料は、所与の範囲の２つ以上の波長を通すのが好ましい。したがって、さらに好
適な実施形態において、固まったバインダー材料は、範囲約２００～約２５００ｎｍ（又
は２００～８００ｎｍ又は４００～７００ｎｍ）のすべての波長を少なくとも部分的に通
す。本明細書において、「通す」という用語は、（非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含
まないが、存在する場合は、ＯＥＬのその他の任意の成分のすべてを含む）ＯＥＬに固ま
ったバインダー材料が存在する場合、２０μｍの固まったバインダー材料の層を通った電
磁放射線の透過が、（１つ又は複数の）当該波長において少なくとも８０％、より好まし
くは少なくとも９０％、さらにより好ましくは少なくとも９５％であることを指す。この
透過は、例えば、十分に確立された試験方法、例えば、ＤＩＮ５０３６－３（１９７９－
１１）に従って（非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含まない）固まったバインダー材料
の試験小片の透過率を測定することによって求めることができる。ＯＥＬが潜在的セキュ
リティフィーチャとして働く場合、その結果、選択された非可視波長を含むそれぞれの照
明条件下でＯＥＬによって生成される（完全な）視覚効果を検出するための一般的な技術
的手段が必要となり、上記検出には、可視スペクトル外、例えば、近ＵＶ－スペクトルの
入射放射線の波長が選択される必要がある。この場合、ＯＥＬが入射放射線に含まれる可
視スペクトル外の選択された波長に反応して発光する発光性顔料粒子を含むことが好まし
い。電磁スペクトルの赤外、可視及びＵＶ部分は、それぞれ、およそ７００～２５００ｎ
ｍ、４００～７００ｎｍ及び２００～４００ｎｍの間の波長範囲に相当する。
【００７８】
　[078]本明細書に記載のＯＥＬを生成するためのプロセスも本明細書に記載され、上記
プロセスは、
　ａ）基材表面又は磁場発生装置の支持面に第１の（流体）状態の本明細書に記載のコー
ティング組成物を塗布するステップと、
　ｂ）第１の状態のコーティング組成物を磁場発生装置の磁場に曝露して、それにより、
コーティング組成物内で非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を配向させるステップと、
　ｃ）コーティング組成物を第２の状態に固めて、非球状磁性又は磁化可能粒子を選ばれ
た位置及び配向で固定するステップと
を含む。
【００７９】
　[079]塗布するステップａ）は、スクリーン印刷、輪転グラビア印刷及びフレキソ印刷
からなる群から好ましくは選択される印刷プロセスによって行われるのが好ましい。これ
らのプロセスは、当業者に公知であり、例えば、Ｐｒｉｎｔｉｎｇ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ、Ｊ．　Ｍ．　Ａｄａｍｓ及びＰ．　Ａ．　Ｄｏｌｉｎ、Ｄｅｌｍａｒ　Ｔｈｏｍｓｏ
ｎ　Ｌｅａｒｎｉｎｇ、第５版、２９３、３３２及び３５２ページに記載されている。
【００８０】
　[080]基材表面上又は磁場発生装置の支持面上へのコーティング組成物の塗布に続いて
、塗布と部分的に同時に又は同時に、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、所望の配向パ
ターンに準じてそれらの粒子を配向させるために外部磁場の使用によって配向させられる
。それにより、永久磁性顔料粒子は、その磁軸が顔料粒子の位置で外部磁力線の方向とそ
ろうよう配向する。固有の永久磁場を持たない磁化可能顔料粒子は、その最長寸法の方向
が顔料粒子の位置で磁力線とそろうよう外部磁場によって配向させられる。たとえ顔料粒
子が、磁性又は磁化可能特性を有する層を含む層構造を有する場合でも上記が類似して該
当する。この場合、磁性層の磁軸又は磁化可能層の最長軸が、磁場の方向とそろう。
【００８１】
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　[081]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含むことによってコーティ
ング組成物は、磁場を用いてコーティング組成物内で顔料粒子を整列させることにより動
的な、三次元の、錯覚を起こさせる画像及び／又は運動学的画像などのＯＥＬを印刷する
ための使用に適切になる。装飾用途及びセキュリティ用途のための各種視覚効果は、例え
ば、米国特許第６，７５９，０９７号、欧州特許出願公開第２　１６５　７７４号及び欧
州特許第１　８７８　７７３号に開示されているさまざまな方法によって生成することが
できる。フリップフロップ効果として公知である視覚効果（当該技術分野においてスイッ
チング効果とも呼ばれる）が生成されてもよい。フリップフロップ効果は、移行部で分離
された第１の印刷部分及び第２の印刷部分を含み、この場合、第１の部分の顔料粒子が第
１の平面と平行に整列しており、第２の部分の顔料粒子が第２の平面と平行に整列してい
る。フリップフロップ効果を生成するための方法は、例えば、欧州特許第１　８１９　５
２５号及び欧州特許第１　８１９　５２５号に開示されている。ローリングバー効果とし
て公知である視覚効果も生成されてもよい。ローリングバー効果は、画像が見る角度に対
して傾けられた場合に、動く（「転がる」）ように見える１つ又は複数の対照的に引き立
たせるバンドを示し、上記視覚効果は、磁性又は磁化可能顔料粒子の特定の配向に基づき
、前記顔料粒子は、凸状の湾曲（当該技術分野において負に湾曲した配向とも呼ばれる）
又は凹状の湾曲（当該技術分野において正に湾曲した配向とも呼ばれる）のいずれかの湾
曲した様式で整列している。ローリングバー効果を生成するための方法は、例えば、欧州
特許出願公開第２　２６３　８０６号、欧州特許第１　６７４　２８２号、欧州特許出願
公開第２　２６３　８０７号、国際公開第２００４／００７０９５Ａ２号及び国際公開第
２０１２／１０４０９８Ａ１号に開示されている。ベネチアンブラインド効果として公知
である視覚効果も生成されてもよい。ベネチアンブラインド効果は、観察の特定の方向に
沿っていると、下にある基材表面が見えるようにし、その結果、基材表面上又は中にある
しるし又は他のフィーチャが観察者に見えるようになる一方で、別の観察方向に沿うと見
えなくなるよう配向させられた顔料粒子を含む。ベネチアンブラインド効果を生成するた
めの方法は、例えば、米国特許第８，０２５，９５２号及び欧州特許第１　８１９　５２
５号に開示されている。ムービングリング効果として公知である視覚効果も生成されても
よい。ムービングリング効果は、上記視覚効果層の傾斜角度に応じて任意のｘ～ｙ方向に
動くように見える漏斗状のもの、円錐上のもの、ボウル状のもの、円、楕円及び半球体な
どの物体の錯覚に基づく画像からなる。ムービングリング効果を生成するための方法は、
例えば、欧州特許出願公開第１　７１０　７５６　号、米国特許第８，３４３，６１５号
、欧州特許出願公開第２　３０６　２２２号、欧州特許出願公開第２　３２５　６７７号
、国際公開第２０１１／０９２５０２Ａ２号及び米国特許出願公開第２０１３／０８４４
１１号に開示されている。
【００８２】
　[082]本明細書に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含むコーティング組成物は
、非球状磁性又は磁化可能顔料粒子がその中で動いたり回転したりできるほどまだ乾いて
いないか、又は柔らかいうちに（すなわち、コーティング組成物が第１の状態にあるうち
に）、コーティング組成物が磁場に供されて粒子の配向が達成される。非球状磁性又は磁
化可能顔料粒子を磁場配向させるステップは、「乾いていない」（すなわち、依然として
液体であるが、粘りけがあり過ぎない、すなわち、第１の状態）うちに塗布されたコーテ
ィング組成物を磁場発生装置が発生した決められた磁場に曝露するステップを含み、それ
により、例えば、配向パターンを形成するために非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を磁場
の力線に沿って配向させる。
【００８３】
　[083]バインダー材料及び非球状磁性又は磁化可能顔料粒子を含むコーティング組成物
を磁場に曝露するステップ（ステップｂ））は、ステップａ）と部分的に同時若しくは同
時に又はステップａ）に続いてのいずれかで実施されてもよい。すなわち、ステップａ）
及びｂ）は、部分的に同時若しくは同時に又は続いて実施されてもよい。
【００８４】
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　[084]本明細書に記載のＯＥＬを生成するためのプロセスは、ステップｂ）と部分的に
同時に又はステップｂ）に続いて、コーティング組成物を固めて、ＯＥＬを形成するため
に所望のパターンの選ばれた位置及び配向で非球状磁性又は磁化可能粒子を固定して、そ
れにより、コーティング組成物を第２の状態に変換するステップｃ）を含む。この固定に
よって、固体コーティング又は層が生成される。「固めること」という用語は、塗布され
たコーティング組成物中の任意に存在する架橋剤、任意に存在する重合開始剤及び任意に
存在するさらなる添加物を含むバインダー成分を、基材表面に付着した本質的に固体の材
料が形成されるような方法で乾燥若しくは固化、反応、硬化、架橋又は重合させることを
含むプロセスを指す。本明細書において記述されるとおり、固めるステップｃ）は、非球
状磁性又は磁化可能顔料粒子も含むコーティング組成物に含まれるバインダー材料に応じ
てさまざまな手段又はプロセスを使用することによって実施されてもよい。
【００８５】
　[085]固めるステップは、一般に支持面に付着した実質的に固体の材料が形成されるよ
うコーティング組成物の粘度を増加させるいかなるステップであってもよい。固めるステ
ップは、溶媒などの揮発性成分の蒸発及び／又は水の蒸発（すなわち、物理的乾燥）に基
づく物理的プロセスを伴ってもよい。本発明において、温風、赤外線又は温風と赤外線の
組み合わせが使用されてもよい。或いは、固めるプロセスとしては、コーティング組成物
に含まれるバインダー並びに任意の開始化合物及び／若しくは任意の架橋化合物の硬化、
重合又は架橋などの化学反応が挙げられる。そのような化学反応は、物理的な固めるプロ
セスに関して上で概説したとおり熱又はＩＲ照射によって開始されてもよいが、好ましく
は、以下に限定されないが、紫外－可視光照射硬化（以降ＵＶ－Ｖｉｓ線硬化と呼ぶ）及
び電子線照射硬化（Ｅ－ビーム硬化）を含む照射機構；酸化重合（酸素と好ましくは、コ
バルト含有触媒、バナジウム含有触媒、ジルコニウム含有触媒、ビスマス含有触媒及びマ
ンガン含有触媒からなる群から選択される１つ又は複数の触媒との協同作用によって一般
に引き起こされる酸化細網化）；架橋反応或いはそれらの任意の組み合わせによる化学反
応の開始が挙げられる。
【００８６】
　[086]照射硬化が特に好適であり、ＵＶ－Ｖｉｓ光照射硬化がさらにより好適である。
その理由は、これらの技術が有利にも非常に急速な硬化プロセスにつながり、ひいては本
明細書に記載のＯＥＬを含むあらゆる物品の作製時間を徹底的に削減するからである。さ
らに、照射硬化には、硬化放射線への曝露後に、コーティング組成物の粘度をほぼ同時に
増加させるため、粒子のそれ以上の動きが最小限になるという利点がある。その結果、磁
場配向ステップ後のいかなる情報の損失も本質的に避けられる。特に好適なのは、電磁ス
ペクトルのＵＶ又は青部分（一般に、２００ｎｍ～６５０ｎｍ；より好ましくは２００ｎ
ｍ～４２０ｎｍ）の波長成分を有する化学線の影響下における光重合による照射硬化であ
る。ＵＶ－可視線硬化用の装置は、照射化学線照射源として強力な発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）ランプ又は中圧水銀アーク（ＭＰＭＡ）若しくは金属蒸気アークランプなどのアーク
放電ランプを備えていてもよい。固めるステップｃ）は、ステップｂ）と部分的に同時に
又はステップｂ）に続いて実施されてもよい。しかしながら、ステップｂ）の終了からス
テップｃ）の開始までの時間は、いかなる脱配向及び情報の損失も避けるために相対的に
短いことが好ましい。一般に、ステップｂ）の終了からステップｃ）の開始までの間の時
間は、１分未満、好ましくは２０秒未満、さらに好ましくは５秒未満、さらにより好まし
くは１秒未満である。配向ステップｂ）の終了から固めるステップｃ）の開始までの間に
本質的に時間差がない、すなわち、ステップｃ）がステップｂ）の直後に続くか又はステ
ップｂ）が依然として進行しているうちに既に開始されることが特に好ましい。
【００８７】
　[087]必要に応じて、ステップａ）に先立って、基材にプライマー層が塗布されてもよ
い。プライマー層は、本明細書に記載のＯＥＬの品質を向上させるか、又は付着を促進す
る場合もある。そのようなプライマー層の例は、国際公開第２０１０／０５８０２６Ａ２
号に見出すことができる。
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【００８８】
　[088]耐汚損性又は耐薬品性による耐久性及び清浄度、ひいては本明細書に記載のＯＥ
Ｌを含む物品、セキュリティ文書又は装飾要素若しくは物体の流通耐用年数を増加させる
ことを目的として、或いは審美的な外見を改良することを目的として（例えば、光学的光
沢）、ＯＥＬの上に１つ又は複数の保護層が塗布されてもよい。存在する場合、１つ又は
複数の保護層は、一般に保護ニスでできている。保護層は、透明であってもよく、又はわ
ずかに色があるか、若しくは着色されていてもよく、ある程度光沢があってもよい。保護
ニスは、放射線硬化可能な組成物、熱乾燥組成物又はそれらの任意の組み合わせであって
もよい。１つ又は複数の保護層は、好ましくは、放射線硬化可能な組成物であり、さらに
好ましくはＵＶ－Ｖｉｓ線硬化可能な組成物である。保護層は、ＯＥＬの生成後に塗布さ
れてもよい。
【００８９】
　[089]本明細書に記載のＯＥＬは、ＯＥＬが永続的に残ることになる基材に直接形成さ
れてもよい（銀行券用途のためなど）。或いは、ＯＥＬはまた、後でＯＥＬが取り除かれ
る、生成のための仮の基材に形成されてもよい。仮の基材は、例えば、特に、バインダー
材料が依然として流体の状態である間のＯＥＬの生成を容易にする場合もある。その後、
ＯＥＬを生成するためのコーティング組成物を固めた後、仮の基材がＯＥＬから除去され
てもよい。当然、そのような場合にはコーティング組成物は、例えば、固めることによっ
てプラスチック様又はシート様材料が形成される場合、固めるステップの後、物理的に一
体化した形態でなければならない。それにより、ＯＥＬそれ自体からなる透明及び／又は
半透明な膜様材料（すなわち、本質的に非等方的な反射率を有する配向型磁性又は磁化可
能顔料粒子、それらの顔料粒子をその配向で固定しプラスチック膜などの膜様材料を形成
する固まったバインダー成分及びさらなる任意の成分からなる）が得られる。
【００９０】
　[090]或いは、別の実施形態において、ＯＥＬに接着層が存在してもよい。或いは、Ｏ
ＥＬを含む基材上に接着層が存在してもよく、上記接着層は、ＯＥＬが形成される側とは
反対側であるか又はＯＥＬと同じ側及びＯＥＬの上にある。したがって、接着層は、ＯＥ
Ｌ又はＯＥＬを含む基材に塗布されてもよく、上記接着層は、好ましくは、固めるステッ
プが終わった後に塗布される。そのような場合には、接着層及びＯＥＬ又は接着層、ＯＥ
Ｌ及び基材を含む接着ラベルが、場合によっては形成されてもよい。そのようなラベルは
、印刷又は装置及びやや大きな労力を伴うその他のプロセスなしで、あらゆる種類の文書
又はその他の物品若しくは品物に付けることができる。
【００９１】
　[091]１つ又は複数の本明細書に記載されるものなどの視覚効果層を含む視覚効果コー
ティングされた基材も本明細書に記載される。本明細書に記載のＯＥＣは、永続的にＯＥ
Ｌが残ることになる基材を含んでもよい（銀行券用途のためなど）。或いは、本明細書に
記載のＯＥＣは、別個の転写ステップで文書又は物品に付けることができる転写箔の形態
であってもよい。このために、基材は、本明細書に記載されるとおりにＯＥＬが生成され
る剥離コーティングを備える。１つ又は複数の接着層が、そのように生成されたＯＥＬ上
に施されてもよい。
【００９２】
　[092]本発明の一実施形態によると、視覚効果コーティングされた基材は、本明細書に
記載の基材に２つ以上のＯＥＬを含み、例えば、２つ、３つなどのＯＥＬを含む場合もあ
る。ＯＥＣは、第１のＯＥＬ及び第２のＯＥＬを含んでもよく、その場合、その両方が基
材の同じ側に存在するか、又は一方が基材の一方の側に存在し、もう一方が基材のもう一
方の側に存在する。基材の同じ側に形成される場合、第１及び第２のＯＥＬは、互いに隣
接していても、又は隣接していなくてもよい。さらに又は或いは、一方のＯＥＬがもう一
方のＯＥＬの上に部分的又は完全に重ねられてもよい。第１のＯＥＬを生成するための非
球状磁性又は磁化可能顔料粒子の磁場配向及び第２のＯＥＬを生成するための非球状磁性
又は磁化可能顔料粒子の磁場配向は、バインダー材料を中程度に固めること若しくは部分
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的に固めることを伴って、又は伴わずに同時或いは連続的に行われてもよい。
【００９３】
　[093]本明細書に記載の基材は、好ましくは、紙若しくはセルロースなどのその他の繊
維性材料、紙含有材料、ガラス、金属、セラミック、プラスチック及びポリマー、金属化
プラスチック若しくはポリマー、複合材料及び混合物又はそれら２つの以上の組み合わせ
からなる群から選択される。一般的な紙、紙様又はその他の繊維性材料は、以下に限定さ
れないが、マニラアサ、ワタ、リネン、木材パルプ及びそれらのブレンドなどのさまざま
な繊維でできている。当業者に公知であるとおり、ワタ及びワタ／リネンブレンドが銀行
券に好適である一方で、銀行券でないセキュリティ文書には木材パルプが一般的に使用さ
れる。プラスチック及びポリマーの典型的な例としては、ポリオレフィン、例えば、ポリ
エチレン（ＰＥ）及びポリプロピレン（ＰＰ）、ポリアミド、ポリエステル、例えば、ポ
リ（エチレンテレフタラート）（ＰＥＴ）、ポリ（１，４－ブチレンテレフタラート）（
ＰＢＴ）、ポリ（エチレン２，６－ナフトアート）（ＰＥＮ）及びポリ塩化ビニル（ＰＶ
Ｃ）が挙げられる。商標名ティヴェック（Ｔｙｖｅｋ）（登録商標）として販売されてい
るものなどのスパンボンド式オレフィン繊維が基材として使用されてもよい。金属化プラ
スチック又はポリマーの典型的な例としては、表面に連続的又は不連続的に配置された金
属を有する上記のプラスチック又はポリマー材料が挙げられる。金属の典型的な例として
は、以下に限定されないが、アルミニウム（Ａｌ）、クロム（Ｃｒ）、銅（Ｃｕ）、金（
Ａｕ）、銀（Ａｇ）、それらの合金及び上記の金属の２つ以上の組み合わせが挙げられる
。上記のプラスチック又はポリマー材料の金属化は、電着プロセス、高真空コーティング
プロセス又はスパッタリングプロセスによって行われてもよい。複合材料の典型的な例と
しては、以下に限定されないが、紙と、上記のものなどの少なくとも１つのプラスチック
若しくはポリマー材料の多層構造又は積層物並びに上記のものなどの紙様又は繊維性材料
に混ぜ込まれたプラスチック及び／又はポリマー繊維が挙げられる。当然、基材は、当業
者に公知である、サイズ剤、漂白剤、加工助剤、補強剤又は湿潤紙力増強剤などの添加物
をさらに含んでもよい。
【００９４】
　[094]セキュリティ文書のセキュリティレベル並びに偽造及び不正な複製に対する抵抗
力をさらに高めることを目的として、基材は、印刷された、コーティングされた又はレー
ザーマーキングされた若しくはレーザー穴あけ加工されたしるし、透かし、セキュリティ
スレッド、繊維、プランシェット、発光化合物、ウィンドウ、ホイル、デカール及びそれ
らの組み合わせを含んでもよい。同じくセキュリティ文書のセキュリティレベル及び偽造
及び不正な複製に対する抵抗力をさらに高めることを目的として、基材は、１つ又は複数
のマーカー物質若しくはタガント及び／或いは機械読取り可能な物質（例えば、発光性物
質、ＵＶ／可視／ＩＲ線吸収物質、磁性物質及びそれらの組み合わせ）を含んでもよい。
【００９５】
　[095]本明細書に記載のＯＥＬは、装飾の目的並びにセキュリティ文書を保護及び本物
であることを確認するために使用されてもよい。本発明は、本明細書に記載のＯＥＬを含
む装飾要素又は物体も包含する。本明細書に記載の装飾要素又は物体は、２つ以上の本明
細書に記載の視覚効果層を含んでもよい。装飾要素又は物体の典型的な例としては、以下
に限定されないが、奢侈品、化粧品パッケージ、自動車部分、電子／電気機器、家具及び
マニキュアが挙げられる。
【００９６】
　[096]本発明の重要な態様は、本明細書に記載のＯＥＬを含むセキュリティ文書に関す
る。セキュリティ文書は、２つ以上の本明細書に記載の視覚効果層を含んでもよい。本発
明は、１つ又は複数の視覚効果層を含むセキュリティ文書並びに装飾要素又は物体を提供
する。
【００９７】
　[097]セキュリティ文書としては、以下に限定されないが、貴重文書及び貴重商品が挙
げられる。貴重文書の典型的な例としては、以下に限定されないが、銀行券、権利書、切
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符、小切手、保証書、収入印紙及びタックスラベル、契約書及び同様のもの、身分証明文
書、例えば、パスポート、身分証明書、ビザ、運転免許証、銀行カード、クレジットカー
ド、トランザクションカード、入場許可文書又はカード、入場券、公共輸送機関の切符又
は権原証書及び同様のものが挙げられ、好ましくは、銀行券、身分証明文書、権利付与文
書、運転免許証及びクレジットカードである。「貴重商品」という用語は、包装材料、特
に、化粧品、機能性食品、医薬品、アルコール、タバコ商品、飲料又は食品、電気／電子
商品、織物或いは宝石、すなわち、パッケージの中身を保証するために偽造及び／又は不
正複製から保護されることになる、例えば、本物の薬物のような物品を指す。こうした包
装材料の例としては、以下に限定されないが、本物であることを証明するブランドラベル
、不正開封防止ラベル及びシールなどのラベルが挙げられる。開示された基材、貴重文書
及び貴重商品は、例示する目的で、本発明の範囲を制限することなく排他的に示されるこ
とを指摘する。
【００９８】
　[098]或いは、ＯＥＬは、例えば、セキュリティスレッド、セキュリティストライプ、
ホイル、デカール、ウィンドウ又はラベルなどの補助的な基材に生成され、したがって、
別個のステップにおいてセキュリティ文書に転写されてもよい。
【００９９】
　[099]当業者は、本発明の趣旨から逸脱することなく、上記の特定の実施形態に対する
いくつかの変更を予測することができる。そのような変更は、本発明に包含される。
【０１００】
　[0100]さらに、本明細書全体をとおして、言及されたすべての文献は、全文献に記載の
とおりその全体を参照により本明細書に組み込んだものとする。
【０１０１】
　[0101]ここで、本発明を例として記載するが、決してその範囲を限定することを意図す
るものではない。
【実施例】
【０１０２】
【表１】

　[0102]表１に記載されているコーティング組成物を、ノタメッシュ（ＮｏｔａＭｅｓｈ
）（登録商標）１９５メッシュのふるいを使用したＫＢＡ－ノタシスノタスクリーン（Ｎ
ｏｔａｓｙｓ　ＮｏｔａＳｃｒｅｅｎ）（登録商標）印刷機により６０００シート／時間
でスクリーン印刷することによって標準的なワタベースの基材及びポリマー銀行券基材に
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塗布した（８２０×７００ｍｍ、それぞれ、Ｐａｐｉｅｒｆａｂｒｉｋ　Ｌｏｕｉｓｅｎ
ｔｈａｌからのＢＮＰ普通紙９０ｇ／ｍ２及びＳｅｃｕｒｅｎｃｙからのＧｕａｒｄｉａ
ｎポリマー基材）。
【０１０３】
　[0103]表１に記載されているコーティング組成物を上記の標準的なワタベースの基材に
塗布することによってローリングバー効果を示すＯＥＬを得た。光学的可変性の小板状磁
性顔料粒子の配向を、コーティング組成物を米国特許第７，０４７，８８３号に開示され
ている磁場発生装置の磁場に曝露することによって得た。
【０１０４】
　[0104]表１に記載されているコーティング組成物を上記のポリマー銀行券基材に塗布す
ることによって５０のしるし及びローリングバー効果を示すＯＥＬを得た。コーティング
組成物を国際公開第２００８／０４６７０２Ａ１号に開示されている磁場発生装置の磁場
に曝露することによって光学的可変性の小板状磁性顔料粒子の配向を得た。
【０１０５】
　[0105]塗布ステップの後で（国際公開第２０１２／０３８５３１Ａ１号に記載されてい
るとおりの）磁場発生装置への曝露ステップと部分的に同時に、コーティング組成物内の
光学的可変性の小板状顔料粒子の上記のように得られた磁場配向パターンをＵＶ線硬化に
よって固定させた（Ｐｈｏｓｅｏｎ　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙのＬＥＤ　ＵＶ　ＲＸ　ファ
イアーフレックス（ＦｉｒｅＦｌｅｘ）（商標）７５×５０ＷＣ３９５－８Ｗ）。その後
、ＯＥＬをＵＶ線硬化装置（ＩＳＴのそれぞれ１８８Ｗ／ｃｍのＦｅ入りＨｇランプを２
つ、ＢＬＫ－５反射面を備えている）を通過させることによって、完全に硬化させた。
【０１０６】
　[0106]表２に示した光学的可変性の小板状磁性顔料粒子のｄ１０、ｄ５０及びｄ９０値
を、モールバーンモルフォロジＧ３を用いて測定した。サンプル調製物は、０．２ｗｔ％
のニスベースの溶媒の顔料分散液からなるものとし、この分散液を、Ｔ９０メッシュを使
用したスクリーン印刷によってガラス顕微鏡スライドに塗布した。
【０１０７】
　[0107]ＣＩＥ　Ｌ＊ａ＊ｂ＊（１９７６）による色度Ｃ＊値を表２に示す。ＣＩＥＬａ
ｂ色空間は、１９７６年にＣｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｅ　ｄｅ
　ｌ’Ｅｃｌａｉｒａｇｅ（ＣＩＥ）によって規定されており、三次元の四角い座標系を
表す。「ＣＩＥ（１９７６）パラメータ」という用語は、ＩＳＯ　１１６６４－４：２０
０８に準じて解釈されるべきである。いくつかの例は、標準的なテキストブックで見つけ
ることができ、例えば、「Ｃｏｌｏｒｉｓｔｉｋ　ｆｕｒ　Ｌａｃｋａｎｗｅｎｄｕｎｇ
ｅｎ」、Ｔａｓｓｏ　Ｂａｕｒｌｅら　Ｆａｒｂｅ　ｕｎｄ　Ｌａｃｋ　Ｅｄｉｔｉｏｎ
、２０１２年、ＩＳＢＮ　９７８－３－８６６３０－８６９－５。Ｐｈｙｍａのマルチア
ングル分光光度計コーデックウィコ（ＣＯＤＥＣ　ＷＩＣＯ）　５＆５（９ｍｍ径、Ｄ６
５照明、１０度視野、ＣＩＥ　Ｌａｂ　１９７６表色系）を用いて色度Ｃ＊値を測定した
。この場合に使用した（２２．５°／０°）測定配置は、それぞれ照明角度及び検出角度
を指す（すなわち、サンプル表面に対する垂直面から２２．５°の照明、サンプルから直
角で検出）。この測定配置は、カラーシフトサンプルの正面色を特徴づけるものである。
コーティング組成物を磁場へ曝露しなかったサンプル、すなわち、固まったバインダー中
にランダムに配向した顔料粒子を含むサンプルの色度Ｃ＊値を測定した。
【０１０８】
　[0108]ＯＥＬの明度及び効果のコントラストを、以下でさらに示す図１Ａ～１－Ｆに示
されているものなどのグレースケールデジタル写真画像に関する測定を行うことによって
定量化した。色の濃い領域及び明るい領域などの画像の選択された領域の明るさは、商業
的に入手可能なソフトウェアパッケージ（例えば、アドビフォトショップ（Ａｄｏｂｅ　
Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ）　ＣＳ４）を使用して選択された領域の平均ピクセル強度値（８ビ
ット画像に関するピクセル値は、０～２５５の範囲にある）を読み取ることによって測定
している。明るい領域に関する平均ピクセル値はＶｂとして報告しており、色の濃い領域
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に関する平均ピクセル値はＶｄとして報告している。さらに、各画像のコントラストは、
各写真の明るい領域及び色の濃い領域の平均値を比較することによって数量的に評価して
いる。画像又はＯＥＬのコントラストは、さまざまな方法で定義することができ、ここで
は、視認性のマイケルソンの定義を選択して、コントラストを表した：視認性＝（Ｖｂ－
Ｖｄ）／（Ｖｂ＋Ｖｄ）（Ｍｉｃｈｅｌｓｏｎ，Ａ．　Ａ．（１９２７年）．　Ｓｔｕｄ
ｉｅｓ　ｉｎ　Ｏｐｔｉｃｓ．　Ｕ．　ｏｆ　Ｃｈｉｃａｇｏ　Ｐｒｅｓｓ）。
【０１０９】
　[0109]ローリングバー効果を形成するために配向させた光学的可変性の小板状磁性顔料
粒子を含むＯＥＬの写真画像（照明：リフレクタＬＥＤビデオライト（Ｒｅｆｌｅｃｔａ
　ＬＥＤ　Ｖｉｄｅｏｌｉｇｈｔ）ＲＰＬ４９、対物レンズ：ＡＦ－Ｓマイクロニッコー
ル（Ｍｉｃｒｏ　Ｎｉｋｋｏｒ）１０５ｍｍ　１：２．８　Ｇ　ＥＤ；カメラ：ニコン（
Ｎｉｋｏｎ）Ｄ８００、マニュアル露出、粘度のため自動デジタル画像補正オプションは
使用できない）を図１Ａ～１Ｆに示している。図１Ａは、ｄ５０値が１７μｍの光学的可
変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図１Ｂは、ｄ５０値が１３μｍの光学
的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図１Ｃは、ｄ５０値が９．３μｍ
の光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図１Ｄは、ｄ５０値が７．
４μｍの光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図１Ｅは、ｄ５０値
が６．４μｍの光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図１Ｆは、ｄ
５０値が４．５μｍの光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、マイケ
ルソンコントラスト測定に関して、点線の領域ｂを明るい領域の値を測定するために使用
し、領域ｄを色の濃い領域の値測定する測定するために使用した。図１Ａ～１Ｆにおいて
、ｘは、ＯＥＬの端とローリングバーの中央の間の距離を表し、６ｍｍである。
【０１１０】
　[0110]５０のしるしを示すために配向させた光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含む
ＯＥＬの写真画像を図２Ａ～２Ｆに示している。図２Ａは、ｄ５０値が１７μｍの光学的
可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図２Ｂは、ｄ５０値が１３μｍの光
学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図２Ｃは、ｄ５０値が９．３μ
ｍの光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図２Ｄは、ｄ５０値が７
．４μｍの光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図２Ｅは、ｄ５０
値が６．４μｍの光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応し、図２Ｆは、
ｄ５０値が４．５μｍの光学的可変性の小板状磁性顔料粒子を含むＯＥＬに対応する。図
２Ａ～２Ｆにおいて、ｘは、５０のしるしの大きさを表し、３ｍｍである。
【表２】

【０１１１】
　[0111]６μｍ超で１３μｍ未満、好ましくは約７μｍ～約１０μｍのｄ５０値を有する
、好ましくは６μｍ超で１３μｍ未満、好ましくは約７μｍ～約１０μｍのｄ５０値を２
０μｍ未満、好ましくは約１５μｍ以下のｄ９０値と組み合わせる、本明細書に記載の非
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球状磁性又は磁化可能顔料粒子は、高明度、高コントラスト、高解像度及び低減された輝
きを合せて示す視覚効果層の生成を可能にする。さらに、本明細書に記載の非球状磁性又
は磁化可能顔料粒子は、上で示したとおりの顔料粒子の不完全な整列及び粒状性に悩まさ
れることなくＯＥＬを生成することを可能にする。上記の欠点は、粒子径の選択が不適当
な顔料粒子が使用される場合に、公知である。
 

【図１Ａ－１Ｆ】

【図２Ａ－２Ｆ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月17日(2014.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コバルト、鉄、ガドリニウム及びニッケルからなる群から選択される磁性金属；鉄、マ
ンガン、コバルト、ニッケル若しくはそれらの２つ以上の混合物の磁性合金；クロム、マ
ンガン、コバルト、鉄、ニッケル若しくはそれらの２つ以上の混合物の磁性酸化物；又は
それらの２つ以上の混合物を含み、
　６μｍ超で１３μｍ未満、好ましくは約７μｍ～約１０μｍのｄ５０値を有するととも
に、２０μｍ未満、好ましくは約１５μｍ以下のｄ９０値を有する、非球状磁性又は磁化
可能顔料粒子。
【請求項２】
　小板状顔料粒子である、請求項１に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項３】
　前記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の少なくとも一部が、光学的可変性の非球状磁性
又は磁化可能顔料粒子によって構成されており、
　前記光学的可変性の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子が、磁性薄膜干渉顔料粒子、磁性
コレステリック液晶顔料粒子、磁性材料を含む干渉コーティング顔料粒子及びそれら２つ
の以上の組み合わせからなる群から好ましくは選択される、請求項１又は２に記載の非球
状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項４】
　前記磁性薄膜干渉顔料粒子が、吸収層／誘電層／反射層／誘電層／吸収層の５層のファ
ブリー－ペロー型多層構造を含み、前記反射層及び／又は前記吸収層は、ニッケル、鉄及
び／若しくはコバルト並びに／又はニッケル、鉄及び／若しくはコバルトを含む磁性合金
並びに／又はニッケル（Ｎｉ）、鉄（Ｆｅ）及び／若しくはコバルト（Ｃｏ）を含む磁性
酸化物を含む磁性層である、請求項３に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項５】
　前記磁性薄膜干渉顔料粒子が、吸収層／誘電層／反射層／磁性層／反射層／誘電層／吸
収層の７層のファブリー－ペロー型多層構造又は吸収層／誘電層／反射層／磁性層／誘電
層／吸収層の６層のファブリー－ペロー型多層構造を含み、
　前記磁性層は、ニッケル、鉄及び／若しくはコバルト；並びに／又はニッケル、鉄及び
／若しくはコバルトを含む磁性合金；並びに／又はニッケル、鉄及び／若しくはコバルト
を含む磁性酸化物を含む、請求項３に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項６】
　前記誘電層が、独立してフッ化マグネシウム及び二酸化ケイ素からなる群から選択され
る１つ又は複数でできている、請求項４に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子。
【請求項７】
　前記反射層が、独立してアルミニウム、クロム、ニッケル及びそれらの合金からなる群
から選択される１つ若しくは複数でできている；並びに／又は前記誘電層が、独立してフ
ッ化マグネシウム及び二酸化ケイ素からなる群から選択される１つ若しくは複数でできて
いる；並びに／又は前記吸収層が、独立してクロム、ニッケル及びそれらの合金からなる
群から選択される１つ若しくは複数でできている、請求項５に記載の非球状磁性又は磁化
可能顔料粒子。
【請求項８】
　視覚効果層（ＯＥＬ）を生成するための、バインダー材料を含むコーティング組成物へ
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の請求項１～７のいずれか一項に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の使用。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の非球状磁性又は磁化可能顔料粒子及びバインダー
材料を含む、視覚効果層（ＯＥＬ）を生成するためのコーティング組成物。
【請求項１０】
　前記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子が磁場配向している、固まった形態の請求項９に
記載のコーティング組成物を含む、視覚効果層（ＯＥＬ）。
【請求項１１】
　視覚効果層（ＯＥＬ）を生成するためのプロセスであって、
　ａ）基材表面上又は磁場発生装置の支持面上に、第１の状態の請求項９に記載のコーテ
ィング組成物を塗布するステップと、
　ｂ）第１の状態のコーティング組成物を磁場発生装置の磁場に曝露し、それにより、前
記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子の少なくとも一部を配向させるステップと、
　ｃ）コーティング組成物を第２の状態に固めて、前記非球状磁性又は磁化可能顔料粒子
を選ばれた位置及び配向で固定するステップと
を含む、プロセス。
【請求項１２】
　固めるステップｃ）が、ステップｂ）と部分的に同時に行われる、請求項１１に記載の
プロセス。
【請求項１３】
　基材上に１つ又は複数の請求項１０に記載の視覚効果層を含む、視覚効果コーティング
された基材（ＯＥＣ）。
【請求項１４】
　偽造若しくは不正からのセキュリティ文書の保護のため又は装飾用途のための、請求項
１０に記載の視覚効果層（ＯＥＬ）又は請求項１３に記載の視覚効果コーティングされた
基材（ＯＥＣ）の使用。
【請求項１５】
　１つ又は複数の請求項１０に記載の視覚効果層（ＯＥＬ）を含む、セキュリティ文書又
は装飾要素若しくは物品。
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